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巻 頭 言

平成25年度の岐阜大学保健管理センター年報をお届けします。

平成25年度は、本センター開設以来、初の大きなイベントを経験した年でした。それは、第51回全

国大学保健管理研究集会の主催を当番校として担当させていただいたことです。第50回の記念研究集

会の後であるため、テーマは「大学保健管理 次世代への飛翔 －生涯健康を目指して－」としました。

全国で約500の高等教育機関が会員である全国大学保健管理協会が50周年を経て、次の半世紀に第一歩

を踏み出す研究集会であったからです。

高等教育進学率が55％以上となった今日、大学が直面する課題や期待は大きく変化しています。グ

ローバル化、障がい学生支援、危機管理対策など、多様です。保健管理支援業務におけるグローバル化

は、留学生30万人計画に象徴される留学生の受け入れ増加や日本人学生の留学送り出しの増加に伴い、

不可欠であります。生活背景や教育・文化の違う外国人学生に対応すべき健康教育や健康支援業務の

グローバル化や留学生に特有な心と身体の問題への対応、日本人学生の留学準備に対応したワクチン

や海外医療制度情報の提供など、多くの国際的知識が要求される時代となってきました。障がい学生

支援は、我が国が平成25年度に「障がい者権利条約」を国連批准したことにより、最重要課題のひと

つとなっています。高等教育機関でも障がい者へ合理的配慮を提供することが義務となったからです。

特別支援教育の充実や、医療技術の進歩を反映して、大学入学者に占める障がい学生の割合も年々増

加しています。危機管理体制の充実は、2011年に経験した東日本大震災を教訓に、高等教育機関にお

いても必要かつ重大であることが明確になりました。とくに災害予防だけでなく、災害発生時の減災

の準備の視点が重要であることも明らかとなりました。

そこで、今回我々が主催した研究集会では、国際化に対応した特別招聘講演、障がい学生の修学支援

についての特別セッション、そして、東日本大震災後の大学の保健管理の視点に着目した特別セッショ

ンをオリジナル企画しました。特別招聘講演では、米国大学保健管理協会（American College Health 

Association；ACHA）からDr. Anita Barkin（ACHA前会長）、英国大学保健管理協会（Student Health 

Association；SHA）からDr. Irene Weinreb（SHA前会長）を招聘し、米国・英国における大学保健

管理の実態を紹介していただきました。国の保険医療体制が違うので、組織や制度に違いはあるもの

の、我々と同じ大学生の保健管理担当者としての仲間が世界中におり、大学生のために日夜頑張って

いることがわかり勇気づけられました。障がい学生支援についての特別セッションでは、文部科学省

の「障がいのある学生の修学支援に関する検討会」の委員長であった筑波大学の竹田一則先生と障が

い学生支援室の充実をすすめていらっしゃった富山大学の斉藤清二先生に、講演とパネリストをお願

いしました。会場の大会議室は満員で、会員の関心の高さがうかがわれました。そして、東日本大震

災後に着目した特別セッションでは、被災から 2年余りを経て、あの心の痛みも薄れつつある中、今

も活動を続けておられる福島県立医大の大川貴子先生、福島大学の松井史郎先生、大学としての災害

対策をすすめておられる名古屋大学の飛田潤先生に講演をお願いしました。さすが現場で地道な活動

をすすめておられる内容は、「あの時、絆に感動した心」を呼び戻してくれました。その他にも多くの



講師を招き、また、180以上の一般演題発表も加え、全国から800人以上の参加があり、成功裡に研究

会を終えることができました。これも、学内外多くの皆様に御協力を賜わることができたお陰であり、

この場を借りて心より御礼申し上げます。本当にありがとうございました。今回は、西尾彰泰准教授、

佐渡忠洋助教、加納亜紀助教の教員が中心になって、保健師、看護師、臨床心理士、管理栄養士の当

センター医療専門職が常勤・非常勤の区別なく、まさに献身的に研究会運営に取り組んでくれました。

慣れないことばかりで、おそらく至らないこともあったかと思いますが、心のこもった手づくり感満

載の研究集会になったと自負しております。また、私どもも、よい経験をさせていただきました。セ

ンター内の団結力が高まったと実感しています。全国からの参加者の方々からは「よい研究会だった」

とお褒めの言葉を頂きました。当センター38年の歴史の中で、初めての経験であり挑戦でしたが、こ

の大きな研究集会の準備に始まり、開催、報告書の発行・送付と、多くの仕事に追われた1年間でした

が、日常業務は例年に劣ることなく粛々と進めることもできました。この点においてセンター長とし

ては、当センター教職員全員を心より褒めてやりたいと思います。この経験を、これからの日常業務

の改善発展に役立ててくれることと信じています。このような大きな仕事をやり終えた我々の今後を、

どうぞ期待を持って見守ってください。その御期待にお応えすることが、今回の研究集会でお世話に

なった多くの方々への恩返しにつながることと教職員一同自覚しております。

今後とも、岐阜大学保健管理センターは、全国的な活動の中でも、その存在感を示していけるよう

な質をめざし、その実力を発展していきたいと決意を新たにしています。

平成26年 8 月31日

岐阜大学保健管理センター長　　山　本　眞由美
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Ⅰ　平成25年度　健康管理業務の報告
1 ．学生の健康管理事業計画（平成25年度）

区 分 対 象 者 実施時期 検 査 項 目 な ど

健
康
調
査

新 入 生 の 健 康 調 査
（K10, SOC）

学部新入生・編入生 4月 Web健康調査スクリーニング（K10とSOCによる）
高得点者 5～ 7月 臨床心理士、精神科医等による個人面接

在 学 生 の 健 康 調 査
（K10, SOC）

学部新 3年生 H24年 1 ～ 3 月 Web健康調査スクリーニング（K10とSOCによる）
高得点者 4～ 6月 臨床心理士、精神科医等による個人面接

定

期

健

康

診

断

定 期 健 康 診 断 学部、大学院、
研究生

在学生：
2 /4、5、6、7、
13、14、15、18、
19、 3 /18
（定期健康診断と
して実施）

問診、内科診察、胸部X線撮影、身体計測、
視力測定、血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、
歯科健康診断

新入生・編入生：
4 / 2 、3 、4 、5

問診、内科診察、胸部X線撮影、身体計測、
視力測定、血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、
心電図検査、血液検査

定期健康
診 断
事後措置

肥 満
BMI 30以上 在学生 3～ 5月

新入生 4～ 5月
体重再測定、保健指導、医師による指導（受
診勧奨）、栄養指導

BMI 25以上 在学生 3～ 7月
新入生 4～ 7月 体重再測定、保健指導、栄養指導

や せ BMI 16.0以下 在学生 3～ 7月
新入生 4～ 7月

保健指導、栄養指導、医師による指導（受
診勧奨）

胸 部
レ ン ト ゲ ン 直接撮影有所見者 在学生 3～ 6月

新入生 4～ 6月 医師による結果説明、精査依頼

血 圧 収縮期血圧　140以上
拡張期血圧　 90以上

在学生 3月～ 5月
新入生 4月～ 5月 血圧再測定、保健指導、医師による指導

視 力 0.6以下 在学生 3月～ 5月
新入生 4月～ 5月 視力再測定（眼科受診・視力矯正勧奨）

内 科 診 察 有所見者 在学生 4月～6月
新入生 4月～6月 医師による結果説明（受診勧奨）

尿 検 査 糖（＋）蛋白（＋）以上 在学生3月～ 5月
新入生 4月～ 5月 尿再検査、医師による指導と受診勧奨

心 電 図 有所見者 新入生 5～ 6月 医師による結果説明、医療機関での精査依
頼

血 液 検 査 有所見者 新入生 5～ 6月 医師による結果説明と受診勧奨、保健指導、
栄養指導

既往歴・現病歴 在学生3月～6月
新入生5月～6月 治療状況の確認（医師の面談）

そ
の
他
健
康
診
断

特 殊 健 康 診 断 該当者 4月、10月 問診、診察、血液検査、尿検査など

特殊健康診断事後措置 有所見者 6月、11月 医師による問診、診察、実験・研究環境な
どの確認と指導、担当教官への助言

非 正 規 生 健 康 診 断 該当者 4月、10月
問診、内科診察、胸部X線撮影、身体計測、
視力測定、血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、
心電図検査、血液検査

非正規生健康診断事後措置 有所見者、留学生全員 6月、12月 医師による結果説明、保健指導
臨 時 健 康 診 断 伝染病が発生した時など、必要に応じて行なう

健
康

教
育 健 康 教 育（ 集 団 指 導 ）学生・教職員 前期、後期

健康科学（禁煙、予防接種、エイズ、AED
の使い方など含む）特別講義、全学部初年
次セミナー・連農・連獣特別講義

そ

の

他

入試救護・試験前相談 該当者 センター入試、
前後期入試

入試時応急処置・医師による試験前相談対
応

国家資格免許申請のための医療面接 医学科、獣医学科 3月 問診、精神科医面接

応 急 処 置 学生、教職員、
本学来訪者 通　年 診察、処置、投薬、検査等

フィジカルヘルス相談 学生、教員 通　年 医師による健康相談

メ ン タ ル ヘ ル ス 相 談 学生、教職員 通　年 精神科医、臨床心理士、カウンセラーによ
る相談

保 健 指 導（ 個 別 ）学生 通　年 医師、保健師、看護師、管理栄養士による
保健指導

禁 煙 支 援（ 個 別 ）学生 通　年 内科診察（院外処方箋発行）、保健指導
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2 ．学生の定期健康診断結果まとめ
1）学部学生の受診率の年次推移

学年別推移（学部生） （％）

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

1　　　年 92.4 93.9 82.6 98.8 98.5 98.0 98.7 99.3 98.2 98.5 99.0 98.8

2 　　　年 78.6 83.1 86.0 79.1 82.9 85.3 79.2 88.2 79.1 82.1 81.0 88.2

3 　　　年 89.4 86.1 88.1 86.0 73.8 76.6 82.1 87.5 83.1 79.9 84.1 88.1

4 　　　年 82.7 83.2 80.4 83.5 81.3 80.2 79.3 84.8 85.9 87.6 82.2 86.3

5 　　　年 84.6 71.6 73.5 78.6 54.1 78.1 81.3 88.3 70.5 93.2 60.8 70.5

6 　　　年 92.2 100.0 87.7 92.1 91.1 92.8 91.6 97.3 97.5 94.7 99.0 93.3

学 部 全 体 85.7 86.0 85.7 86.7 83.5 84.7 84.6 89.9 86.5 87.3 86.1 89.8

学部別推移 （％）

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

教 育 学 部 95.9 94.2 91.7 95.7 94.4 93.7 95.6 96.9 95.3 95.2 95.1 96.5

地 域 科 学 部 89.9 85.7 86.8 90.9 92.0 89.1 88.9 92.5 92.3 89.7 92.8 93.6

医学部（医学科） 88.7 
91.4 88.0 84.4 78.7 80.1 79.3 83.8 78.2 90.1 85.3 91.2

医学部（看護学科） 85.5 

工 学 部（ 昼 間 ） 82.1 82.9 82.6 84.3 76.8 81.5 80.3 88.5 83.3 83.3 81.8 85.9

工 学 部（ 夜 間 ） 67.1 64.7 60.9 60.1 57.0 50.5 51.5 50.0 － － － －

応用生物科学部 85.7 85.9 89.8 87.0 91.9 87.8 88.0 91.0 90.8 84.4 84.0 88.6

学 部 全 体 85.7 86.0 85.7 86.7 83.5 84.7 84.6 89.9 86.5 87.3 86.1 89.8

平成25年度の受診率は、学部全体で89.8％と、昨年に比べ3.7％増の高い受診率であった。新入生

は98.8％で、休学者を除くほぼ全員が受診している。教育学部と医学部で比較的高い受診率を達成

しているのは、教育実習や臨床実習にむかって健康管理意識の向上が醸成されていると推察され

る。学年別では、 2～ 3年生で受診率の低下がみられる。就職活動に関与する学年では、再び受

診率が高くなることは、健康診断証明書が必要だから受診するという学生がいるためと推察され

る。毎年、健康診断を受診することにより自分の健康経過を把握し、自己健康管理能力を高めて

いくことの必要性を伝えていく必要があると考えられた。
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2 ）定期健康診断受診状況（平成25年度）

4 月 1 日時点で在籍する学生（7,319名）に、在学生は 2月 4日～ 3月18日、新入生は 4月 2日～ 5

日（ 4月 7日が入学式）の日程で実施した。受診者数は、学部生5,076名、大学院生1,106名の計6,182

名であった。入学後の健康支援に必要な健康情報を得て、活用するために重要な機会である学部新

入生の受診率は98.8％と高いレベルであった。
在籍者数
（人）

休学中
（人）

対象数（a）
（人）

受診数（b）
（人）

受診率（b）/（a）
（％）

学

部

教 育 学 部 1,071 16 1,055 1,018 96.5

地 域 科 学 部 463 12 451 422 93.6

医 学 部 949 10 939 857 91.3

工 学 部 （ 昼 ） 2,373 42 2,331 2,003 85.9

工 学 部 （ 夜 ） 1 0 1 0 0.0

応 用 生 物 科 学 部 887 11 876 776 88.6

計 5,744 91 5,653 5,076 89.8

大

学

院

教 育 学 研 究 科 160 6 154 124 80.5

地 域 科 学 研 究 科 47 6 41 28 68.3

医 学 系 研 究 科 Ｍ 20 0 20 19 95.0

医 学 系 研 究 科 Ｄ 14 2 12 3 25.0

医 学 系 研 究 科 183 34 149 31 20.8

医学系研究科（看護学） 20 2 18 8 44.4

医 学 研 究 科 2 0 2 0 0.0

工 学 研 究 科 Ｍ 633 3 630 605 96.0

工 学 研 究 科 Ｄ 93 7 86 51 59.3

応用生物科学研究科 182 0 182 165 90.7

連 合 農 学 研 究 科 65 4 61 42 68.9

連 合 獣 医 学 研 究 科 43 4 39 24 61.5

連合創薬医療情報研究科 19 2 18 6 33.3

計 1,481 70 1,412 1,106 78.3

総 計 7,225 161 7,065 6,182 87.5

対象数（a）
（人）

受診数（b）
（人）

受診率（b）/（a）
（％）

学

部

1 　　　年 1,274 1,259 98.8

2 　　　年 1,285 1,133 88.2

3 　　　年 1,330 1,172 88.1

4 　　　年 1,523 1,315 86.3

5 　　　年 122 86 70.5

6 　　　年 119 111 93.3

計 5,653 5,076 89.8

※何らかの理由で上記の期間に受診できなかった学生は、大学と契約した指定の健康診断実施機関での受診を 5
月 1日から 6月30日まで可能にした。十分に受診の機会を学生に提供できるよう工夫した。
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3 ）定期健康診断　有所見率と判定基準

健康診断結果総合判定について

判定 意　　　味 項　　目 事後措置

Ａ 異常ありません 全項目 1年後の健康診断まで措置なし

B 基準値から外れていますが、心配
のない範囲です

身体計測、胸部Ｘ線、
心電図

1年後の健康診断結果を確認する
（所見についての質問などに応じる）

Ｃ

再検査が必要です 体重、血圧、尿検査、
視力 保健管理センターにて再検査

あるいは、生活習慣の見直し、改
善が必要です（保健指導） 体重、脂質、尿酸 保健師・管理栄養士などによる保健指導

（医療機関での）再検査が必要です 胸部Ｘ線、心電図 保健管理センターにて医師から結果説明
（必要に応じ医療機関へ紹介）

Ｄ 2 詳しい検査が必要です
聴力、胸部Ｘ線、
心電図、診察、肝機能、
脂質、糖代謝、尿酸

保健管理センターにて医師から結果説明
医療機関へ紹介

Ｄ 1 治療が必要です 胸部Ｘ線、心電図、
その他

保健管理センターにて医師から結果説明
直ちに医療機関へ紹介

Ｅ 治療中 全項目 主治医管理下
保健管理センター医師より照会状発行

Ｇ 未受診の項目あり 全項目 項目に応じ、対応

総合判定の分布（学部生）

学年
判定　（人）　　　（%）

計
A B C D1 D2 E G

男　

性

1 年 313 92 250 129 1 2 787

2 年 451 74 127 1 20 673

3 年 470 56 149 16 691

4 年 539 93 149 11 1 793

5 年 44 4 12 1 61

6 年 50 4 12 2 68

男性計 1,867（26.1） 323（6.4） 699（13.8） 1（0.02） 179（3.5） 1（0.02） 3（0.3） 3,073（60.5）

女　

性

1 年 252 90 104 26 472

2 年 334 65 44 11 6 460

3 年 335 73 50 12 11 481

4 年 359 93 56 11 3 522

5 年 16 6 3 25

6 年 28 8 6 1 43

女性計 1,324（26.1） 335（6.6） 263（5.2） 0（0） 61（1.2） 0（0） 20（0.4） 2,003（39.5）

合　計 3,194（62.9） 658（13.0） 962（19.0） 1（0.02） 240（11.6） 1（0.02） 23（0.45）5,076（100）
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有所見者のまとめ　人数と割合

再検基準

胸部X線
尿 検 査

血　圧 診　察 身体計測
蛋　白 尿　糖

所見あり
（人）（％）

（＋）以上
（人）（％）

（＋）以上
（人）（％）

収縮期血圧140以上
拡張期血圧 90以上
収縮期血圧 80未満
（人）（％）

所見あり
（人）（％）

BMI
25以上

（人）（％）

BMI
18.5未満
（人）（％）

男
性

学部生 57 （0.9） 105 （1.7） 12 （0.2） 96 （1.6） 46 （0.7） 342 （5.5） 363 （5.9）

大学院生 22 （0.4） 37 （0.6） 1 （0.0） 3 （0.1） 36 （0.6） 125 （2.0） 93 （1.5）

男性計 79 （1.3） 142 （2.3） 13 （0.2） 99 （1.6） 82 （1.3） 467 （2.0） 456 （7.4）

女
性

学部生 46 （0.7） 31 （0.5） 2 （0.0） 32 （0.5） 5 （0.1） 82 （1.3） 350 （5.7）

大学院生 11 （0.2） 7 （0.1） 2 （0.0） 2 （0.0） 18 （0.3） 24 （0.4） 47 （0.8）

女性計 57 （0.9） 38 （0.6） 4 （0.1） 34 （0.6） 23 （0.4） 106 （1.7） 397 （6.4）

合　計 136 （2.20） 180 （2.9） 17 （0.3） 133 （2.2） 105 （1.7） 573 （9.3） 853 （13.8）
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4 ）胸部Ｘ線撮影（デジタル撮影）

学部・大学院名 胸部Ｘ線
受診者数（a）（人）

異常なし
（人）

所見あり（b）
（人）

有所見率
（b/a）（％）

学

部

教 育 学 部 1,018 996 22 2.2 
地 域 科 学 部 422 411 11 2.6 
医 学 部 857 831 26 3.0 
工 学 部 （ 昼 ） 2,003 1,973 30 1.5 
応 用 生 物 科 学 部 776 762 14 1.8 
学 部 計 5,076 4,973 103 2.0 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 123 120 3 2.4 
地 域 科 学 研 究 科 28 27 1 3.6 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 18 1 5.3 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 2 2 0 0.0 
医 学 系 研 究 科 31 29 2 6.5 
医学系研究科（看護学） 8 8 0 0 
工 学 研 究 科 Ｍ 604 587 17 2.8 
工 学 研 究 科 Ｄ 51 49 2 3.9 
応用生物科学研究科Ｍ 165 160 5 3.0 
連 合 農 学 研 究 科 Ｄ 42 40 2 4.8 
連 合 獣 医 学 研 究 科 Ｄ 24 24 0 0 
連合創薬医療情報研究科Ｄ 6 6 0 0 
大 学 院 計 1,103 1,070 33 3.0 
総　　　　　計 6,179 6,043 136 2.2 

所見の内訳
判　　　定 人数 所　　　　　　　見

Ｂ：支障なし
　  （経過観察） 74名

脊椎後・側弯症（45名）、胸骨縦切開術後（ 5名）、右肋骨奇形・変形（ 3名 )、大動脈右側大
動脈弓（ 3名）、右肋骨骨折・骨折後（ 3名）、循環器大動脈右側大動脈弓（ 2名）、右上肺野
奇静脈葉、右肺尖気胸術後、右肋骨奇形・変形脊椎後・側弯症、左上肺野気胸術後、左肋骨奇
形・変形、左鎖骨骨折・骨折後、左上肺野気胸術後、縦隔手術既往、循環器・心陰影右胸心、
脊椎手術既往、両側肺尖気胸術後、両側上肺野気胸術後、両側肋骨奇形・変形

Ｃ：要再検査 34名

右肺尖ブラまたは嚢胞影（ 9名）、左肺尖ブラまたは嚢胞影（ 6名）、心陰影拡大（ 3名）、両
側肺尖ブラまたは嚢胞影（ 3名）、両側肺尖硬化像（ 2名）、右肺尖硬化像（ 2名）、シャント
チューブ、右下肺野線状・索状影、右上肺野ブラまたは嚢胞影（ 2名）、右上肺野硬化像、右
上肺野線状・索状影、右肺尖ブラまたは嚢胞影・右上肺野気胸術後右中肺野線状・索状影、右
下肺野限局性浸潤影、右肺尖硬化像、右肺尖硬化像・左上肺野気胸術後、右肺門ブラまたは
囊胞影、左上肺野硬化像、左中肺野ブラまたは嚢胞影、左中肺野孤立性結節影、左中肺野硬
化像、左中肺野肥厚像、左肺尖肥厚、左肺尖硬化像、循環器心陰影肥大、循環器心陰影拡大、
両側下肺野肥厚像、上縦隔拡大、両側肺尖小結節影

Ｄ 1：要治療 1名 右胸膜気胸

Ｄ 2：要精密検査 11名
右上肺野限局性浸潤影（ 3名）、右下肺野孤立性結節影、右中肺野限局性浸潤影、右肺門限局
性浸潤影、下縦隔腫瘤影、左上肺野限局性浸潤影、中縦隔拡大、左中肺野小結節影あ両側気管
支拡張像

Ｅ：治療中 1名 両側下肺野拡張像・両側下肺野限局性浸潤影（気管支拡張症）

＊　上記C、D 2、E判定の46名は、電話連絡、学校医による結果説明、問診、診察などを迅速に行い、必要な学
生には医療機関での精査を指示した。D 1の学生には即時、本人に連絡し医療機関を受診させた。

学校医診察により経過観察となったものは18名であり、医療機関での精査を実施のため紹介状発行と

なったのは34名であった。うち13名は異常がなく、18名は診断があり（マイコプラズマ肺炎、胸膜肥厚

（陳旧性炎症性変化）、両側肺尖部陳旧性炎症、左第 4肋骨骨軟骨腫疑、多発性外骨腫（治療中）、胸膜

を伴う瘢痕、右自然気胸、気管支拡張症（治療中）心膜囊胞疑、上大動脈の拡張、肺炎、索状影あり、

陳旧性炎症、肝血管腫、右肺尖胸膜肥厚、左肺尖胸膜肥厚、左上肺野に硬化性病変） 3名は返信がな

かった。 9名の学生が電話連絡したが、学校医結果説明に来所しなかった。
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5 ）尿検査

①　尿蛋白

学部・大学院名 受診者数
（a）（人）

（－）
（人）

（＋）
（人）

（ 2＋）
（人）

（ 3＋）
（人）

（ 4＋）
（人）

有所見者数
（b）（人）

有所見率
（b/a）（％）

学

部

教 育 学 部 1,021 980 26 2 1 29 2.8 
地 域 科 学 部 418 407 9 2 11 2.6 
医 学 部 853 834 17 2 19 2.2 
工 学 部 （ 昼 ） 1,999 1,934 55 9 1 65 3.3 
応 用 生 物 科 学 部 771 753 16 2 18 2.3 
学 部 計 5,062 4,908 123 17 1 142 2.8 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 123 120 3 3 2.4 
地 域 科 学 研 究 科 28 27 1 1 3.6 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 16 3 2 10.5 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 3 3 0 0 
医 学 系 研 究 科 31 29 1 1 2 6.5 
医学系研究科（看護学） 8 8 0 0.0 
工 学 研 究 科 Ｍ 602 581 17 4 21 3.5 
工 学 研 究 科 Ｄ 51 50 1 1 2.0 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 165 161 3 1 4 2.4 
連 合 農 学 研 究 科 42 41 1 1 2.4 
連 合 獣 医 学 研 究 科 24 23 1 1 4.2 
連合創薬医療情報研究科 6 5 1 1 16.7 
大 学 院 計 1,102 1,064 31 6 1 38 3.4 
総 計 6,164 5,972 154 23 2 180 2.9 

②　尿糖

学部・大学院名 受診者数
（a）（人）

（－）
（人）

（＋）
（人）

（ 2＋）
（人）

（ 3＋）
（人）

（ 4＋）
（人）

有所見者数
（b）（人）

有所見率
（b/a）（％）

学

部

教 育 学 部 1,012 1,011 1 1 0.1 
地 域 科 学 部 418 418 0 0 
医 学 部 853 850 1 1 1 3 0.4 
工 学 部 （ 昼 ） 1,999 1,991 5 2 1 8 0.4 
応 用 生 物 科 学 部 771 770 1 1 0.1 
学 部 計 5,053 5,040 8 3 1 1 13 0.3 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 123 122 1 1 0.8 
地 域 科 学 研 究 科 28 28 0 0 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 19 0 0 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 3 2 1 1 33.3 
医 学 系 研 究 科 31 31 0 0 
医学系研究科（看護学） 8 8 0 0 
工 学 研 究 科 Ｍ 602 601 1 1 0.2 
工 学 研 究 科 Ｄ 51 51 0 0 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 165 164 1 1 0.6 
連 合 農 学 研 究 科 42 42 0 0 
連 合 獣 医 学 研 究 科 24 24 0 0 
連合創薬医療情報研究科 6 6 0 0 
大 学 院 計 1,102 1,098 2 1 0 1 4 0.4 
総 計 6,155 6,138 10 4 1 2 17 0.3 

学生には採尿キットを事前に配布して、起床時（早朝・空腹時）に採尿するよう指示して実施している。

尿蛋白（＋）以上で、有所見者は180名（2.9%）であった。尿糖（＋）以上で有所見者は17名（0.3%）

であった。保健管理センターで再検査を行い、陰性を確認するなど経過観察でよいことを確認したも

のは、126名で、尿糖は再検査で陰性化しても生来はじめて尿糖が陽性であった者や、家族歴のある者

は、糖尿病専門医へ精査依頼をした。紹介状を発行し、医療機関での精査を指示したものは11名であっ

た。そのうち医療機関の精査および照会結果により、無症候性タンパク尿 1名、肥満による脂肪関連腎

症疑 1名、蛋白尿・腎炎疑 1名、IgA腎症 1名、糸球体腎炎 1名、腎臓内科での精査必要者2名であっ

た。糖尿病 1名、尿細管障害 1名が医療管理下にあり治療中であった。
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6 ）血圧測定

学部・大学院名 受診者数
（a）（人）

収縮期血圧140mmHg
以上または拡張期血圧
90mmHg以上（b）（人）

収縮期血圧
80mmHg未満（c）

（人）

有所見者数
（b+c）
（人）

有所見率
（b+c/a）
（％）

学

部

教 育 学 部 1,018 20 20 2.0 

地 域 科 学 部 422 5 5 1.2 

医 学 部 857 15 1 16 1.9 

工 学 部 （ 昼 ） 2,003 53 53 2.6 

応 用 生 物 科 学 部 776 5 5 0.6 

学 部 計 5,076 98 1 99 2.0 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 124 7 7 5.6 

地 域 科 学 研 究 科 28 2 2 7.1 

医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 1 1 5.3 

医 学 系 研 究 科 Ｄ 3 0 0.0 

医 学 系 研 究 科 31 1 1 3.2 

医学系研究科（看護学） 8 0 0.0 

工 学 研 究 科 Ｍ 605 14 14 2.3 

工 学 研 究 科 Ｄ 51 3 3 5.9 

応 用 生 物 科 学 研 究 科 165 4 4 2.4 

連 合 農 学 研 究 科 42 0 0.0 

連 合 獣 医 学 研 究 科 24 0 0.0 

連合創薬医療情報研究科 6 2 2 33.3 

大 学 院 計 1,106 34 34 3.1 

総 計 6,182 132 1 133 2.2 

収縮期血圧140以上、80未満、拡張期血圧90以上のいずれかに相当する有所見者は133名（2.2%）あっ

た。保健管理センターでの再検査を行い、一過性の所見で経過観察でよいと判断した者は63名、家庭

用血圧計を貸与して自己血圧測定を実施し経過観察でよいことを確認したのは11名、医療機関での精

査を指示したのは17名であった。うち11名は医療機関での精査結果確認し、本態性高血圧 3名、境界

型高血圧 1名、本態性高血圧疑い 1名の結果であった。
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7 ）内科診察

学部・大学院名

受

診

者

数

所

見

あ

り

所見内容の内訳　（人） 有

所

見

率

結

膜

蒼

白

脈

拍

の

異

常

甲

状

腺

腫

心

音

の

異

常

呼
吸
音
の
異
常

皮

膚

の

異

常

運

動

障

害

口

腔

の

異

常

そ
の
他
の
所
見

（a）
（人）

（b）
（人）

（b/a）
（人）

学

部

教 育 学 部 1,018 20 1 9 7 2 1 2.0 

地 域 科 学 部 422 6 1 4 1 1.4 

医 学 部 857 13 5 4 1 3 1.5 

工 学 部 （ 昼 ） 2,003 30 7 5 5 13 1 1.5 

応 用 生 物 科 学 部 776 13 2 9 2 1.7 

学 部 計 5,076 82 1 15 31 14 0 20 0 1 1 1.6 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 124 13 1 1 1 10.5 

地 域 科 学 研 究 科 28 0 

医 学 系 研 究 科 Ｍ 19 0 

医 学 系 研 究 科 Ｄ 3 0 

医 学 系 研 究 科 31 0 

医学系研究科（看護学） 8 0 

工 学 研 究 科 Ｍ 605 8 1 3 3 1 1.3 

工 学 研 究 科 Ｄ 51 0 

応 用 生 物 科 学 研 究 科 165 1 1 0.6 

連 合 農 学 研 究 科 42 0 

連 合 獣 医 学 研 究 科 23 1 1 4.3 

連合創薬医療情報研究科 6 0 

大 学 院 計 1,105 23 1 1 5 4 0 2 0 0 0 2.1 

総 計 6,181 105 2 16 36 18 0 22 0 1 1 1.7 

所見を指摘された105名のうち、すでに、医療管理下にあるものは16名、保健管理センターで学校医に

よる再診察を受け、異常なし・経過観察とされたものは 6名、医療機関での精査を指示したものは35名

であった。うち医療機関での精査結果で、異常なし 9名、健康診断を機に新たに診断（単純性びまん

性甲状腺腫、甲状腺のう胞、単純性甲状腺腫、多発性心室性不整脈、心室性期外収縮、洞性徐脈、洞

性徐脈、僧帽弁逸脱症、大動脈弁閉鎖不全症）がついた者は 9名であった。新規疾病発見率は、0.15%

であった。
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8 ）新入生・編入生対象の心電図検査

学 部 名
受診者数
（a）
（人）

所見あり
（b）
（人）

有所見率
（b/a）
（％）

教 育 学 部 253 5 2.0 

地 域 科 学 部 144 1 0.7 

医 学 部 183 1 0.5 

工 学 部 （ 昼 ） 553 14 2.5 

応 用 生 物 科 学 部 206 2 1.0 

総 計 1,339 23 1.7 

所見あり23名の内訳
所 見 Ｃ　（人） Ｄ 2　（人） 計　（人）

Ⅰ度房室ブロック（0.22sec ≦ PQ） 2 2 

完全右脚ブロック 6 6 

散発性上室性期外収縮（ 2回未満） 3 3 

散発性心室性期外収縮（ 2回未満） 4 4 

著しい洞性頻脈（HR≧120） 2 2 

洞性頻脈（120＞ HR≧100） 1 1 

頻発性心室性期外収縮（ 2回以上） 2 2 

W P W症候群 1 1 2 

心室内ブロック 1 1 

計 20 3 23 

心電図検査の有所見者（C、D 2判定）は23名（1.7%）であった。

保健管理センターで 学校医より21名に個別に結果説明を行い、10名は経過観察となった。11名は、医

療機関へ精査検査目的で紹介となった。その結果、上室性期外収縮、心室性期外収縮 1名、心室性期

外収縮散発 1名、完全右脚ブロック 1名が経過観察目的で医療管理下となった。就学に際し、配慮が

必要とする者はなかった。
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9 ）身体計測

①肥満（BMI 25.0以上）

性
別 学部・大学院名

受診者数
（a）
（人）

有所見者の内訳
体格指数（BMI）（kg/㎡）

有所見者数
（b）
（人）

有所見率
（b/a）
（％）25-29.9 30-34.9 35-39.9 40-

女

性

学

部

教 育 学 部 584 25 1 1 27 4.6 
地 域 科 学 部 264 11 1 12 4.5 
医 学 部 445 16 2 18 4.0 
工 学 部 （ 昼 ） 267 11 1 1 13 4.9 
応 用 生 物 科 学 部 444 12 12 2.7 
学 部 計 2,004 75 5 2 82 4.1 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 58 2 1 3 5.2 
地 域 科 学 研 究 科 18 0 0.0 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 3 1 1 33.3 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 2 1 1 50.0 
医 学 系 研 究 科 6 0 0.0 
医学系研究科（看護学） 7 1 1 2 28.6 
工 学 研 究 科 Ｍ 69 5 5 7.2 
工 学 研 究 科 Ｄ 8 0 0.0 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 71 7 7 9.9 
連 合 農 学 研 究 科 21 2 2 9.5 
連 合 獣 医 学 研 究 科 10 1 1 2 20.0 
連合創薬医療情報研究科 1 1 1 100.0 
大 学 院 計 274 20 3 1 0 24 8.8 
女 性 計 2,278 95 8 3 0 106 4.7 

男

性

学

部

教 育 学 部 434 44 6 5 1 56 12.9 
地 域 科 学 部 158 14 3 17 10.8 
医 学 部 412 38 7 2 47 11.4 
工 学 部 （ 昼 ） 1,736 164 29 4 2 199 11.5 
応 用 生 物 科 学 部 332 20 3 23 6.9 
学 部 計 3,072 280 48 11 3 342 11.1 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 65 14 4 18 27.7 
地 域 科 学 研 究 科 10 2 1 3 30.0 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 16 3 1 4 25.0 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 1 0 0.0 
医 学 系 研 究 科 25 3 1 4 16.0 
医学系研究科（看護学） 1 1 1 100.0 
工 学 研 究 科 Ｍ 536 52 6 2 60 11.2 
工 学 研 究 科 Ｄ 43 11 4 1 16 37.2 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 94 8 1 9 9.6 
連 合 農 学 研 究 科 20 5 5 25.0 
連 合 獣 医 学 研 究 科 14 2 1 3 21.4 
連合創薬医療情報研究科 5 1 1 2 40.0 
大 学 院 計 830 101 21 3 0 125 15.1 
男 性 計 3,902 381 69 14 3 467 12.0 

学 部 計 5,076 355 53 13 3 424 8.4 
大 学 院 計 1,104 121 24 4 0 149 13.5 
総 計 6,180 476 77 17 3 573 9.3 
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②低体重（BMI 18.5未満）

性
別 学部・大学院名

受診者数
（a）
（人）

有所見者の内訳
体格指数（BMI）（kg/㎡）

有所見者数
（b）
（人）

有所見率
（b/a）
（％）16.0～18.5未満 16.0未満

女

性

学

部

教 育 学 部 584 73 73 12.5 
地 域 科 学 部 264 54 1 55 20.8 
医 学 部 445 84 84 18.9 
工 学 部 （ 昼 ） 267 52 5 57 21.3 
応 用 生 物 科 学 部 444 78 3 81 18.2 
学 部 計 2,004 341 9 350 17.5 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 58 14 14 24.1 
地 域 科 学 研 究 科 18 0 0.0 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 3 1 1 33.3 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 2 0 0.0 
医 学 系 研 究 科 6 1 1 16.7 
医学系研究科（看護学） 7 1 1 14.3 
工 学 研 究 科 Ｍ 69 15 15 21.7 
工 学 研 究 科 Ｄ 8 1 1 12.5 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 71 10 10 14.1 
連 合 農 学 研 究 科 21 4 4 19.0 
連 合 獣 医 学 研 究 科 10 0 0.0 
連合創薬医療情報研究科 1 0 0.0 
大 学 院 計 274 47 0 47 17.2 
女 性 計 2,278 388 9 397 17.4 

男

性

学

部

教 育 学 部 434 28 28 6.5 
地 域 科 学 部 158 19 1 20 12.7 
医 学 部 412 32 32 7.8 
工 学 部 （ 昼 ） 1,736 238 5 243 14.0 
応 用 生 物 科 学 部 332 39 1 40 12.0 
学 部 計 3,072 356 7 363 11.8 

大

学

院

教 育 学 研 究 科 65 6 6 9.2 
地 域 科 学 研 究 科 10 1 1 10.0 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 16 2 2 12.5 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 1 0 0 0.0 
医 学 系 研 究 科 25 1 1 4.0 
医学系研究科（看護学） 1 0 0 0.0 
工 学 研 究 科 Ｍ 536 68 5 73 13.6 
工 学 研 究 科 Ｄ 43 1 1 2.3 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 94 9 9 9.6 
連 合 農 学 研 究 科 20 0 0.0 
連 合 獣 医 学 研 究 科 14 0 0.0 
連合創薬医療情報研究科 5 0 0.0 
大 学 院 計 830 88 5 93 11.2 
男 性 計 3,902 444 12 456 11.7 

学 部 計 5,076 697 16 713 14.0 
大 学 院 計 1,104 135 5 140 12.7 
総 計 6,180 832 21 853 13.8 
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3 ．非正規生（研究生・聴講生）および秋季入学大学院生の定期健康診断

春季入学の非正規生と秋季入学の大学院生および非正規生の定期健康診断をそれぞれ 4月 ･10月に

日程を設け実施した。

平成25年度春季入学生受診状況
対象者数
（a）
（人）

受診者数
（b）
（人）

受診率
（b/a）
（％）

非正規生 39 25 64.1

　うち留学生 25 19 76.0

平成25年度春季入学生有所見者数
受診者数
（a）
（人）

有所見者
（b）
（人）

有所見率
（b/a）
（％）

総合判定 25 13 52.0 

身体計測 25 9 36.0 

血圧 25 4 16.0 

視力 25 3 12.0 

尿検査 25 0 0.0 

診察 25 0 0.0 

胸部 X線 25 1 4.0 

平成25年度秋季入学生受診状況
対象者数
（a）
（人）

受診者数
（b）
（人）

受診率
（b/a）
（％）

大学院生 11 6 54.5 

　うち留学生 7 6 85.7 

非正規生 52 49 94.2 

　うち留学生 49 46 93.9 

平成25年度秋季入学生有所見者数（大学院生）
受診者数
（a）
（人）

有所見者
（b）
（人）

有所見率
（b/a）
（％）

総合判定 6 5 83.3 

身体計測 6 2 33.3 

血圧 6 2 33.3 

視力 6 0 0.0 

尿検査 6 0 0.0 

診察 6 0 0.0 

胸部 X線 6 1 16.7 

肝機能 6 0 0.0 

脂質 6 1 16.7 

糖代謝 6 0 0.0 

尿酸 6 0 0.0 

平成25年度秋季入学生有所見者数（非正規性）
受診者数
（a）
（人）

有所見者
（b）
（人）

有所見率
（b/a）
（％）

総合判定 49 22 44.9 

身体計測 49 19 38.8 

血圧 49 1 2.0 

視力 49 6 12.2 

尿検査 49 1 2.0 

診察 49 1 2.0 

胸部 X線 48 2 4.2 



― 14 ―

4 ．学生の特殊健康診断

目　　的 学生の就学上の安全管理を図るため、労働安全衛生法に準じた健康診断を学生にも実施する。
 X線・RI 取扱者は、放射線障害防止法による。

対 象 者 有機溶剤、特定化学物質、電離放射線（RI・X線バッジ使用者）の取り扱いをする学生
および新規に開始する学生

実施日時 前期　　平成25年 4 月24日（水）　 9：00～11：30
 　　　　平成25年 4 月25日（木）　 9：00～11：30　13：00～15：30
 　　　　平成25年 4 月26日（金）　 9：00～11：30　13：00～15：30
 後期　　平成25年10月23日（水）　 9：30～11：00
 　　　　平成25年10月24日（木）　13：00～16：00

1 ）前期特殊健康診断（結果のまとめ）

⑴　学部別の対象登録者数と受診者数

学 部 名 登録者数（a）
（人）

受診者数（b）
（人）

受診率（b/a）
（％）

学　

部

教 育 学 部 16 15 93.8 
地 域 科 学 部 12 10 83.3 
医 学 部 1 1 100.0 
工 学 部 180 172 95.6 
応 用 生 物 科 学 部 90 83 92.2 
学 部 計 299 281 94.0 

大　

学　

院

教 育 学 研 究 科 6 6 100.0 
医 学 系 研 究 科 Ｍ 10 9 90.0 
医 学 系 研 究 科 Ｄ 1 1 100.0 
医 学 系 研 究 科 8 5 62.5 
工 学 研 究 科 Ｍ 209 193 92.3 
工 学 研 究 科 Ｄ 18 16 88.9 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 54 51 94.4 
連 合 農 学 研 究 科 6 6 100.0 
連 合 獣 医 学 研 究 科 26 18 69.2 
連合創薬医療情報研究科 5 5 100.0 
大 学 院 計 343 310 90.4 

総 計 642 591 92.1 

⑵　結果
有機溶剤取扱者 電離放射線取扱者 有機溶剤代謝物判定

判　　定 人数 判　　定 人数 判　　定 人数
管理　Ａ 492 管理　Ａ 231 分布 1 273

分布 2 4

※分布 2の学生 4名については、産業医より研究室の巡視を行い、作業環境について改善指導を行った。
　この 4名は、後期に特殊健康診断を再度受診させ、異常がないことを確認した。

特定化学物質取扱者：すべてA判定
物質名 人数（人） 物質名 人数（人） 物質名 人数（人） 物質名 人数（人）

アクリルアミド 130 弗化水素 41 塩化水素 131 ホルムアルデヒド 34 
塩素 10 ベンゼン 48 硝酸 118 砒素 6 
カドミウム 14 マンガン 28 二酸化硫黄 1 TDI 1 
クロム酸 13 沃化メチル 42 フエノール 92 その他 37 
シアン化カリウム 2 硫化水素 11 硫酸 130 
シアン化ナトリウム 2 臭化メチル 18 アクリルニトロ 1 
重クロム酸 11 アンモニア 63 水銀 1 
ニッケル化合物 3 一酸化炭素 18 硫酸ジメチル 18 
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2 ）後期特殊健康診断（結果のまとめ）

⑴　学部別の対象登録者数と受診者数

学 部 名 登録者数（a）
（人）

受診者数（b）
（人）

受診率（b/a）
（％）

学　

部

教 育 学 部 1 1 100.0 
地 域 科 学 部 2 2 100.0 
工 学 部 19 14 73.7 
応 用 生 物 科 学 部 23 21 91.3 
学 部 計 45 38 84.4 

大　

学　

院

教 育 学 研 究 科 1 1 100.0 
医 学 系 研 究 科 3 2 66.7 
工 学 研 究 科 Ｍ 17 9 52.9 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 5 5 100.0 
連 合 農 学 研 究 科 2 2 100.0 
連 合 獣 医 学 研 究 科 2 2 100.0 
連合創薬医療情報研究科 1 1 100.0 
大 学 院 計 31 22 71.0 

総 計 76 60 78.9 

⑵　結果
有機溶剤取扱者 電離放射線取扱者

判　　定 人数 判　　定 人数
管理　Ａ 42 管理　Ａ 20

特定化学物質取扱者：すべてA判定
物質名 人数（人） 物質名 人数（人）

アクリルアミド 9 フエノール 3 
塩素 1 硫酸 7 
弗化水素 5 ホルムアルデヒド 4 
塩化水素 12 アンモニア 5 
シアン化カリウム 2 
一酸化炭素 2 
硝酸 5 

＜判定＞

管理区分
管理Ａ 異常なし（自他覚症状及び異常所見はほとんど認められない）
管理Ｂ 管理区分Ｃには該当しないが、当該業務による異常の疑いがある
分布 1 要経過観察
分布 2 要再検
分布 3 要精検

管理Ｃ 要治療・就業禁止
管理Ｔ 疾病の治療
管理Ｒ 疾病の療養・就業制限

※有機溶剤健診での尿中代謝物分布は量が多いほど暴露量が多いことを示している。
　管理区分（Ａ、Ｂ、Ｃ）の後の数字（ 1、 2、 3）は分布区分を表す。
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5 ．教職員健康管理室事業計画（柳戸地区）
教職員の健康管理

区　　　　　分 対　象　者 実施時期 内　　　　　容
健康
教育

新入職員研修
（メンタルヘルス）

新入職員 4月 産業医による講演

健
康
診
断
事
後
措
置

定期健康診断
事後措置

有所見者 8～11月
産業医、保健師による面談、保健指導
受診勧奨

メンタルヘルス問診に
て所見のある者および
希望者

6～ 9月 産業医による面談

特定業務従事者
健康診断事後措置

有所見者
8月～11月
1 月

産業医、保健師による面談、保健指導
受診勧奨

特殊健康診断
事後措置

有所見者およびその就
業場所

7月～11月
1 月

産業医の特別巡視
医師、保健師による面談、保健指導

採用時健康診断
事後措置

有所見者 随　時
産業医、保健師による面談、保健指導
受診勧奨

海外派遣労働者健康診断
事後措置

受診者 随　時
産業医による面談、保健指導、受診勧奨
予防接種の勧奨

そ
の
他

麻薬施用者免許申請のた
めの医師面接

麻薬取扱業務に携わる
教職員

通　年 精神科医の面談

電離放射線健康診断受診
証明書発行

電離放射線業務に携わ
る教職員

通　年 特殊健康診断結果の証明

応急処置 教職員 通　年 処置、医療機関情報の提供および紹介
健康相談 教職員 通　年 産業医による相談、医療機関情報の提供および紹介
メンタルヘルス相談 教職員 通　年 産業医による相談、医療機関情報の提供および紹介
過重労働職員に対する面
接

過重労働のあった教職
員

随　時 産業医による面談、事業主への勧告

就業支援
就業上の悩みをもつ教
職員

随　時
医師による面談、部局との連絡調整
事業主への勧告

復職支援
療養中または療養後復
職した教職員

随　時
医師による面談、部局との連絡調整
事業主への勧告

禁煙指導 教職員 通　年
禁煙についての相談
医療機関情報の提供および紹介

労働安全衛生活動
区　　　　　分 実　施　者 実施時期 内　　　　　容

委
員
会

労働安全衛生推進室会議
労働安全衛生推進委員会
労働安全衛生委員会

産業医
保健師（衛生管理者）

毎月各 1回 柳戸地区の労働安全衛生活動について討議

職
場
巡
視

産業医巡視 産業医 毎月 2回 柳戸地区の就業場所を巡視
職場巡視 保健師（衛生管理者） 毎週 1回 本部およびセンターの就業場所を巡視

産業医特別巡視 産業医 随　時

特殊健康診断にて異常所見があった場合、作業環境
測定にて第 2および第 3管理区分となった場合、労
働災害が起こった場合、当該就業場所を視察。労働
安全衛生上必要な指示、指導を行う
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6 ．教職員の定期健康診断および特殊健康診断（結果のまとめ）
1）教職員健康診断項目

定
期
健
康
診
断

検査項目 34歳以下
36～39歳 41歳～44歳 35歳・40歳

45歳以上
内科診察 診察、問診

○ ○ ○身体計測
身長
体重
腹囲

視力検査 遠視力

聴力検査
1000Hz、4000Hz ― ― ○
会話法 ○ ○ ―

血圧検査 座位

○ ○ ○

胸部Ｘ線撮影検査 間接撮影

尿検査
糖
蛋白
潜血

血
液
検
査

肝機能検査 AST、ALT、γ-GTP

血中脂質検査 HDLコレステロール、LDLコレ
ステロール、中性脂肪

血液一般検査
白血球数、赤血球数、血色素量、
ヘマトクリット値、血小板数、
MCV、MCH、MCHC

代謝検査 血糖値、ヘモグロビンA1c、尿酸値
感染症抗体検査 麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎 産業医が指示した者（※）

心電図検査 安静時 ― ○ ○

が
ん
検
診

胃がん 上部消化管X線撮影 ― 40, 45, 50, 55, 60, 65歳の者
前立腺がん PSA ― 50, 55, 60, 65歳の男性
乳がん マンモグラフィー撮影、視触診

20, 25, 30, 35, 40, 45, 50, 55, 60, 65歳の女性
子宮頸がん 内診、細胞診
大腸がん 便潜血検査 45, 48, 51, 54, 57, 60, 63歳の者

※・・・感染症抗体検査　過去の検査にて充分な抗体価がなかった者および未検者

特
定
業
務
従
事
者
健
康
診
断

検査項目 病原体汚染業務従事者 ホルムアルデヒド取扱業務従事者 エチレンオキシド取扱業務従事者
内科診察 診察、問診

○
○ ○

身体計測
身長
体重
腹囲

視力検査 遠視力
血圧検査 座位

尿検査
糖
蛋白
潜血

肝機能検査 AST、ALT、γ-GTP
― ―

肝炎ウィルス検査
HBs 抗体（上期のみ）
HCV抗体（上期のみ） 30歳・40歳・50歳の者

特
殊
健
康
診
断

検査項目 放射線業務
従事者

有機溶剤取扱
業務従事者

特定化学物質
取扱業務従事者

林業チェーンソー
業務従事者

医師診察
診察、問診、業務歴の聴取 ○ ○ ○ ○
視診、触診（痛覚、爪圧迫、振動覚、
皮膚温） ― ― ― ○（下期）

血液検査 白血球数、白血球百分率、赤血球数、
血色素量、ヘマトクリット値 ○ ― ― ―

取扱物質ごとの検査 貧血、肝機能、尿、代謝産物、握力、
胸部Ｘ線などの各検査 ― ○ ○ ―

運動機能検査 握力検査 ― ― ― ○
※雇入時健康診断、海外派遣労働者健康診断（随時）、食品取扱者・保育園従事者の検便（月 1回）も実施している。
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2 ）定期健康診断および特殊健康診断等受診状況（柳戸地区【医学部除く】）

一般健康診断
該当者（a）
（人）

受診者（b）
（人）

受診率（b/a）
（％）

有所見者（c）
（人）

有所見率（c/b）
（％）

定期健康診断
1,070

817
93.8

372
50.0

（人間ドック代替受診） 187 130

雇入時健康診断 30 30 100.0 7 23.3 

海外派遣労働者健康診断 3 3 100.0 1 33.3 

特定業務従事者健康診断（後期） 77 76 98.7 15 19.7 

合計 1,180 1,113 94.3 525 47.2 

がん検診
該当者（a）
（人）

受診者（b）
（人）

受診率（b/a）
（％）

有所見者（c）
（人）

有所見率（c/b）
（％）

胃がん検診（X線検査）
（40歳以上のうち該当者） 142 65 45.8 4 6.2 

前立腺がん検診（PSA）
（50歳以上男性のうち該当者） 78 44 56.4 2 4.5 

子宮頸がん検診
（20歳以上女性のうち該当者） 75 33 44.0 9 27.3 

乳がん検診（マンモグラフィー、視触診）
（20歳以上女性のうち該当者） 75 42 56.0 3 7.1 

大腸がん検診（便潜血反応）
（45歳以上の該当者） 165 130 78.8 12 9.2 

合計 535 314 58.7 30 9.6 

特殊健康診断
該当者（a）
（人）

受診者（b）
（人）

受診率（b/a）
（％）

有所見者（c）
（人）

有所見率（c/b）
（％）

前期

放射線業務従事者 101 95 94.1 0 0.0 

有機溶剤取扱業務従事者 128 124 96.9 3 2.4 

特定化学物質取扱業務従事者 58 57 98.3 0 0.0 

林業チェーンソー業務従事者 2 2 100.0 0 0.0 

前期合計 289 278 96.2 3 1.1 

後期

放射線業務従事者 103 95 92.2 1 1.1 

有機溶剤取扱業務従事者 133 120 90.2 3 2.5 

特定化学物質取扱業務従事者 61 55 90.2 0 0.0 

林業チェーンソー業務従事者 4 4 100.0 3 75.0 

後期合計 301 274 91.0 7 2.6 
※有所見者数・・・岐阜大学柳戸地区（医学部除く）産業医が有所見と判断した人数



Ⅱ　平成25年度　年間主要業務報告

1 ．業務報告（学生にかかわる関係行事）

2．学生の保健管理センター利用状況

3．学生を対象とした禁煙支援状況

4．健康診断証明書発行および救急鞄貸し出しの状況

5．学生相談室利用状況

6．業務報告
　　（教職員（柳戸地区）健康管理にかかわる関係行事）

7．教職員利用状況

8．就業支援について

9．学生の国家資格免許申請のための医療面接

10．各種行事における救護待機





― 19 ―

Ⅱ　平成25年度　年間主要業務報告
1 ．業務報告（学生にかかわる行事）
月 日 業　　務　　内　　容 その他行事および業務

通
年

一般診療、応急処置、医療機関受診勧奨
メンタルヘルス診療・学生相談
救急対応
健康啓発
環境管理、改善指導
臨床心理士相談
健康相談
禁煙相談
歯科相談（月 1回）
栄養相談（週 1回）
ヨガクラス （第 2・第 4水曜日）

4

7
2、3、4、5
8、9、10、11、12、15、
16、17、18、19、30
24、25、26

入学式救護
新入生定期健康診断
定期健康診断事後対応（血圧 ･尿 ･視力再検査）

前期特殊健康診断

初年次セミナー
キャンパスライフの健康管理（保健体育特別講義）
連合農学大学院生オリエンテーション

5

9、13、14、16、20、
21、23、28、30
1、2、7、8、9、10、
13、14、15、16、17

定期健康診断事後対応（結果説明）

定期健康診断事後対応（血圧 ･尿 ･視力再検査）

6

6、13、20、27
3、4、6、10、11、12、
13、18、19、20、25、
26、27

看護学生実習指導
定期健康診断事後（結果説明）

平成25年度第 1回保健管理センター運営委員会
（6/10）
平成25年度第 1回学生相談対応者研修会（FD．
SD）（6/10）
岐阜県大学保健管理研究会・保健管理担当岐阜
地区研究会（6/29）

7
東海・北陸地方部会保健管理担当職研究会
（7/25）
東海・北陸地方部会研究集会（7/25～7/26）

8 6、7、8 オープンキャンパス救護 FD保健管理センター主催講演会違法ドラック
はこんなに危険（8/1）＜連合獣医特別講義＞

9
保健管理担当岐阜地区研究会（9/10）
全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会保健
管理担当職東海地区研究会（9/6）

10

23、24
23

後期特殊健康診断
秋季入学大学院生・非正規生健康診断

平成25年度第 2回保健管理センター運営委員会
（10/8）
健康科学講義（後期15回）
キャンパスライフの健康管理（保健体育特別講義）

11 1、220
岐大祭救護
秋季入学大学院生・非正規生健康診断（結果説明）

第51回（平成25年度）全国大学保健管理研究集
会（11/13、14)

12

平成25年度第 3回保健管理センター運営委員会
（12/2）
岐阜県大学保健管理研究会・保健管理担当岐阜
地区研究会（12/21）

1 19、20 平成26年度センター入試救護

2

7、10、12、13、14、
17、18、19、20
25、26

平成26年度在学生定期健康診断

平成26年度一般選抜入試（前期）救護

平成25年度第 4回保健管理センター運営委員会
（2/12）
平成25年度第 5回保健管理センター運営委員会
（2/24）

3

17
12
17
19、21、22、25、26、
27、28、29
19、20
25

平成26年度在学生定期健康診断
平成26年度一般選抜入試（後期）救護
獣医師免許申請用健康診断面接
医師免許申請用健康診断面接

平成26年度定期健康診断事後（血圧 ･尿 ･視力再検査）
学位記授与式救護

保健管理担当岐阜地区研究会（3/1）
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2 ．学生の保健管理センター利用状況
1）学生の診療、応急処置、相談（人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

診療・応
急 処 置

医 師 診 察 20 34 31 35 14 15 41 31 24 33 20 12 310 
看 護 職 対 応 35 67 78 73 26 20 46 55 26 28 18 27 499 

小 計 55 101 109 108 40 35 87 86 50 61 38 39 809 
内　訳：呼 吸 器 13 22 21 17 5 8 14 26 17 5 8 3 159 

頭 痛 1 5 5 3 2 1 1 1 0 3 0 0 22 
胃 腸 2 6 7 3 1 3 4 3 4 9 1 5 48 
外 傷 16 26 38 34 9 8 30 25 12 14 11 6 229 
筋 ・ 骨 格 6 12 8 13 5 6 10 13 8 3 3 3 90 
皮 膚 6 16 20 18 7 3 11 9 6 8 6 5 115 

眼 3 4 2 2 2 0 1 3 1 0 0 0 18 
耳 鼻 咽 喉 3 1 3 3 0 2 0 0 2 10 2 1 27 
歯 科 口 腔 1 0 0 2 2 1 3 1 1 4 0 1 16 
婦 人 科 1 3 4 4 2 1 6 3 0 2 1 2 29 
そ の 他 3 6 1 9 5 2 7 2 1 3 6 13 58 

歯科相談 0 1 4 1 0 0 1 0 0 2 0 0 9 

その他健
康 相 談

医 師 対 応 1 2 1 2 1 4 0 0 0 0 0 0 11 
看 護 職 対 応 29 15 20 12 0 9 20 20 3 10 10 6 154 

小 計 30 17 21 14 1 13 20 20 3 10 10 6 165 

2 ）学生の健康診断事後措置と継続的健康サポート（学生対象）
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

結 果 説 明 55 120 90 3 4 2 0 5 7 0 0 0 286 

再 検 査

体 重 49 51 18 26 0 5 5 0 1 2 0 0 157 
血 圧 39 38 8 0 4 0 0 6 0 0 0 1 96 

尿 66 61 3 1 1 0 1 1 0 0 6 9 149 
視 力 60 148 9 1 2 0 1 0 0 0 0 12 233 
そ の 他 8 100 6 0 0 0 1 0 0 0 0 20 135 

保健指導

保 健 指 導 48 48 10 16 1 2 2 0 2 13 0 0 142 
栄 養 指 導 5 21 7 8 0 0 1 2 3 2 0 0 49 
禁　煙　支　援（新規） 4 1 2 5 6 1 1 0 0 5 0 0 25 
禁　煙　支　援（継続） 1 4 2 8 0 0 2 0 1 5 1 0 24 
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3 ．学生を対象とした禁煙支援状況
禁煙希望者には、保健師・看護師による禁煙相談を実施、必要に応じて医師によるニコチン代替療法

も実施した。ニコチン補助剤の費用は大学側が負担して支援した。

禁煙支援実績

区　分
実施者数
（a）
（人）

性　　別 初トライ or 再トライ 禁 煙 状 況 確 認 3ヵ月後の
禁煙成功
率（b/a）
（%）

女
（人）

男
（人）

初トライ
（人）

再トライ
（人）

禁煙達成・
継続中（b）
（人）

再喫煙
（人）

結果不明
（卒業・退学・
連絡取れず）
（人）

学　部

教育学部 1 1 1 0 1 0 0.0 
応用生物科学部 6 6 6 1 3 2 16.7 
工学部 3 1 2 3 1 2 0 33.3 

学部生計 10 1 9 10 0 2 6 2 20.0 

大学院
工学研究科Ｍ 2 2 1 1 1 1 0 50.0 
大学院生計 2 0 2 1 1 1 1 0 50.0 

総　　　計 12 1 11 11 1 3 7 2 25.0 

延べ禁煙相談実施回数は29回。
禁煙達成者は 3名（12名中）であった。

〈参考〉
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学部学生の喫煙状況年次推移　　　（健康診断の問診より、喫煙しているとこ回答した人数／健康診断受診者数）

喫煙率 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

学部生
男性
（％）

1年 9.4 9.1 8.2 7.0 6.9 5.7 3.8 3.3 1.0 1.0 0.5 1.0 0.6 0.5 0.4 0.5 

2 年 16.5 22.3 16.4 15.7 11.8 11.1 10.5 6.3 5.8 2.5 4.0 1.4 1.6 1.1 1.5 0.7 

3 年 22.9 27.9 28.1 24.5 24.9 17.3 20.8 18.5 9.9 13.0 9.9 8.5 6.1 8.1 6.5 7.2 

4 年 31.9 32.7 34.9 32.2 28.3 17.4 22.6 25.4 18.1 13.3 15.1 11.6 13.0 8.0 10.2 10.0 

5 年 23.3 27.9 25.0 23.1 16.7 7.3 10.4 9.3 18.8 8.9 2.0 13.1 2.2 4.3 10.8 3.3 

6 年 28.1 43.4 26.9 34.8 19.6 9.8 19.6 12.0 11.1 10.2 4.8 4.6 10.6 4.3 2.7 7.7 

男性 21.4 24.4 22.9 21.0 18.8 13.2 14.8 13.6 8.5 7.3 7.2 5.8 5.7 4.3 4.6 4.7 

学部生
女性
（％）

1年 1.2 2.0 0.0 0.4 0.8 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 

2 年 2.5 2.7 2.0 2.0 0.9 2.3 1.5 0.4 1.0 0.0 0.2 1.0 0.2 0.2 0.0 0.7 

3 年 4.5 4.3 4.7 3.8 3.0 3.9 3.7 2.0 1.8 1.0 0.8 1.0 1.0 1.3 0.6 0.2 

4 年 4.8 4.8 4.9 6.4 5.3 8.7 3.3 3.4 3.6 1.1 1.2 1.1 1.2 2.1 1.0 1.0 

5 年 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 5.1 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 2.8 4.0 

6 年 2.4 0.0 3.1 0.0 0.0 2.1 5.7 2.3 0.0 2.4 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 4.9 

女性 3.1 3.3 2.9 3.0 2.4 4.2 2.3 1.5 1.5 0.5 0.5 0.8 0.6 0.9 0.5 0.6 

学部生
全体
（％）

1年 5.8 5.9 4.8 4.4 4.3 4.3 2.2 2.0 0.6 0.6 0.3 0.6 0.4 0.3 0.3 0.3 

2 年 8.0 13.6 9.9 9.7 7.0 7.4 6.5 3.5 3.6 1.4 2.3 1.2 1.0 0.7 0.9 0.7 

3 年 14.1 17.4 18.4 15.7 15.8 12.4 13.3 10.8 6.0 7.6 5.8 5.4 4.0 5.1 4.0 4.4 

4 年 21.3 22.7 23.8 23.6 20.0 14.4 15.0 15.6 12.1 8.2 9.3 7.3 8.5 5.6 6.4 6.2 

5 年 17.2 17.3 18.5 9.9 8.3 6.3 7.3 4.6 10.3 5.9 1.1 8.5 1.3 3.1 6.8 3.5 

6 年 21.9 31.6 20.8 15.4 10.3 6.4 12.8 7.5 6.1 6.1 3.1 2.8 6.8 2.8 2.0 6.6 

学部全体 13.2 15.6 14.8 13.7 12.0 9.7 9.5 8.0 5.5 4.4 4.4 3.8 3.6 2.9 3.0 3.1 

喫煙人数 学年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

学部生
男性
（人）

1年 42 54 58 51 49 44 27 27 8 8 4 8 5 4 3 4 

2 年 35 116 90 101 68 75 64 35 34 16 22 9 9 7 9 5 

3 年 81 164 201 175 184 146 143 114 54 75 64 60 40 49 44 50 

4 年 166 271 291 292 240 168 178 188 130 96 108 91 104 62 73 76 

5 年 10 13 14 10 7 3 5 4 6 5 1 8 1 3 4 2 

6 年 22 24 20 15 11 6 11 6 6 6 3 3 7 3 2 5 

男性 356 642 674 644 559 442 428 374 238 206 202 179 166 128 135 142 

学部生
女性
（人）

1年 4 10 0 2 4 11 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

2 年 8 11 9 10 4 11 7 2 5 0 1 5 1 1 0 3 

3 年 15 20 24 20 16 19 20 10 9 5 4 5 5 6 3 1 

4 年 16 22 24 29 25 43 17 18 18 6 6 6 6 11 5 5 

5 年 0 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 

6 年 1 0 1 1 0 1 3 1 0 0 0 0 1 0 0 2 

女性 44 63 59 62 50 87 48 31 32 11 11 17 13 18 10 12 

学部生
全体
（人）

1年 46 64 58 53 53 55 27 27 8 8 4 8 5 4 4 4 

2 年 43 127 99 111 72 86 71 37 39 16 23 14 10 8 9 8 

3 年 96 184 225 195 200 165 163 124 63 80 68 65 45 55 47 51 

4 年 182 293 315 321 265 211 195 206 148 102 114 97 110 73 78 81 

5 年 10 13 15 10 8 5 6 4 6 5 1 9 1 3 5 3 

6 年 23 24 21 16 11 7 14 7 6 6 3 3 8 3 2 7 

学部全体 400 705 733 706 609 529 476 405 270 217 213 196 179 146 145 154 
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4 ．健康診断証明書発行および救急鞄貸し出し状況
1）保健管理センター窓口での健康診断証明書年間発行枚数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
発 行 枚 数 （枚） 57 21 27 24 12 10 17 11 13 12 9 11 224 

2 ）キャンパス内の自動発行機での健康診断証明書年間発行枚数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計（枚）
教 育 学 部 46 22 32 28 49 14 66 32 14 14 8 12 337 
地 域 科 学 部 197 73 22 15 19 5 15 4 1 14 16 48 429 
医 学 部 10 12 66 63 7 0 4 2 1 2 0 3 170 
工 学 部 480 131 64 17 22 51 28 7 10 39 98 152 1,099 
応 用 生 物 科 学 部 159 41 13 17 6 16 5 5 4 5 52 54 377 
教 育 学 研 究 科 0 1 0 0 0 0 1 0 0 4 0 10 16 
地 域 科 学 研 究 科 1 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 2 7 
医 学 研 究 科 14 3 1 2 1 2 0 0 0 0 3 12 38 
応 用 生 物 科 学 研 究 科 186 42 32 6 12 5 3 4 2 16 65 62 435 
工 学 研 究 科 750 124 52 25 16 17 12 6 6 63 206 169 1,446 
連 合 創 薬 医 療 情 報 研 究 科 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
連 合 獣 医 学 研 究 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
連 合 農 学 研 究 科 2 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 6 

合 計 1,845 449 286 174 132 112 134 61 39 157 448 524 4,361 

3 ）救急鞄貸し出しの状況

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
申 請 件 数 （件） 4 7 5 6 12 4 5 6 3 5 5 6 68 
貸 出 個 数 （個） 5 13 7 7 13 5 7 11 6 13 12 12 111 
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5 ．学生相談室利用状況（平成25年度）
1）学生相談室利用学生数

①保健管理センターでの相談
学部生（人） 大学院生（人）

計（人） 延面接
回数
（回）

1年 2年 3年 4年 5年以上 1年 2年 3年以上
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

教 育 学 部 1 3 1 0 4 3 2 2 0 0 0 2 1 0 0 0 9 10 19 47 
地 域 科 学 部 2 1 2 0 2 2 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 8 5 13 104 
医 学 部 1 0 3 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 7 1 8 24 
医 学 部 （看） 0 3 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 21 
医 学 部 （昼） 10 2 7 0 10 3 13 6 0 0 9 2 6 2 1 1 56 16 72 241 
医 学 部 （夜） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
応 用 生 物 科 学 部 1 1 0 1 3 3 4 8 0 0 1 3 3 3 0 0 12 19 31 96 

計 15 10 13 2 20 13 20 17 1 1 10 7 12 6 1 1 92 57 149 533 

②学生相談室員との相談
学部生（人） 大学院生（人）

計（人） 延面接
回数
（回）

1年 2年 3年 4年 5年以上 1年 2年 3年以上
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

教 育 学 部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
地 域 科 学 部 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 3 
医 学 部 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 
医 学 部 （看） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
医 学 部 （昼） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
医 学 部 （夜） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
応 用 生 物 科 学 部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 4 

③利用合計・対在籍学生比率 在籍者数（平成26年 3 月 1 日時点）
男合計（人）女合計（人）男比率（％）女比率（％） 男合計（人）女合計（人）

教 育 学 部 9 10 17.8 12.4 教 育 学 部 545 681 
地 域 科 学 部 8 5 42.3 15.7 地 域 科 学 部 211 299 
医 学 部 7 1 12.3 5.3 医 学 部 638 192 
医 学 部（看） 0 6 0.0 17.8 医 学 部（看） 20 324 
医 学 部（昼） 56 16 20.1 44.2 医 学 部（昼） 2,701 380 
医 学 部（夜） 0 0 0.0 0.0 医 学 部（夜） 1 0 
応用生物科学部 12 19 15.3 32.6 応用生物科学部 640 639 

計 92 57 25.5 21.9 計 4,756 2,515 

2 ）受診動機 3 ）初回面接時の相談内容
動機 保健管理センター（人）相談室員（人） 相談内容 保健管理センター（人）相談室員（人）

自 発 的 65 0 進 路 の 悩 み 8 0 
K 1 0 に よ り 46 0 対 人 関 係 10 1 
教員に勧められて 24 1 学 業 ・ 勉 強 6 1 
そ の 他 14 1 恋 愛 ・ 性 4 0 

計 149 2 健 康 面 の 不 安 4 0 
心 理 テ ス ト 0 0 
家族友人についての相談 3 1 
精 神 的 な 問 題 69 1 
そ の 他 45 0 

計 149 4 
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6 ．業務報告（教職員（柳戸地区）健康管理にかかわる行事）
月 日 業　　務　　内　　容 その他行事および業務

通
年

応急処置、医療機関受診勧奨
メンタルヘルス相談
健康相談
救急対応
採用時健康診断事後（産業医面談等）
海外派遣労働者健康診断事後（産業医面談）
人間ドック受診事後相談
麻薬取扱免許証更新のための医師面接
電離放射線健康診断受診証明書発行
復職支援のための面接指導
過重労働職員の産業医面接指導
禁煙相談

産業医職場巡視（月 1回）
衛生管理者職場巡視（週 1回）
安全衛生委員会（月 1回）
安全衛生推進委員会（月 1回）
安全推進室会議（月 1回）

4 新入職員（メンタルヘルス）研修（4/2）

5

6

5、12、19、26
12、13、1417、18、19、
20、21
13、14、15、20、22
13、14、15、18、19、
20、21、22

看護学生実習指導
定期健康診断、上期特殊健康診断

こころとからだの産業医相談
メンタルヘルス問診
メンタルヘルス相談（問診に基づく）

第 1回保健管理センター運営委員会（6/10）
岐阜県大学保健管理研究会（6/29）
岐阜地区保健管理担当職研究会（6/29）
産業医特別巡視（6/13、6/27）

7

定期健康診断事後（産業医面談等）
前期特殊健康診断事後（産業医面談等）
メンタルヘルス相談（問診に基づく）

東海・北陸地方部会保健管理担当職研究会
（7/25）
東海・北陸地方部会研究集会（7/26、27）
産業医特別巡視（7/4）

8
定期健康診断事後（産業医面談等）
前期特殊健康診断事後（産業医面談等）
メンタルヘルス相談（問診に基づく）

産業医特別巡視（8/8、19、29、30）

9
前期特殊健康診断事後（産業医面談等） 産業医特別巡視（9/10）

平成25年度下期特殊健診打ち合わせ（9/13）
全国労働衛生週間（10/1～7）

10

定期健康診断事後（産業医面談等） 第2回保健管理センター運営委員会（10/8）
産業医特別巡視（10/10）
労働安全パトロール（10/11）
平成25年度定期健康診断打ち合わせ（10/31）

11 定期健康診断事後（産業医面談等） 東海地区保健管理担当職研究会（11/30）

12
12、13、16、17、18、
19、20

後期特殊健康診断 岐阜地区保健管理担当職研究会（12/21）
保健管理センター運営委員会（12/2）
産業医特別巡視（12/17、21）

1 後期特殊健康診断事後（産業医面談等） 平成25年度定期健康診断打ち合わせ（3/27）
産業医特別巡視（1/21）

2

産業医特別巡視（2/10）
安全衛生連絡協議会（2/10）
第4回保健管理センター運営委員会（2/12）
第5回保健管理センター運営委員会（2/24）

3 平成25年度定期健康診断打ち合わせ（3/27）
岐阜地区保健管理担当職研究会（3/1）
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7 ．教職員利用状況
1）健康相談等による利用の状況（健診事後措置等を含まない）

（件）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

応 急 対 応 合 計 6 4 2 3 2 2 2 2 3 2 1 6 35

応急
対応
内訳

救　　護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 6
応急処置 4 2 0 3 1 2 0 0 2 2 0 1 17
休　　養 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
医療機関情報提供 2 1 2 0 0 0 2 2 1 0 0 0 10

健 康 相 談 合 計 7 8 2 3 1 4 3 3 2 4 2 0 39
メ ン タ ル 相 談 合 計 5 6 1 1 0 3 2 0 1 0 0 1 20
健康診断証明書等発行合計※ 0 2 0 0 1 0 2 2 1 0 0 0 8
そ の 他 0 0 0 0 0 1 2 2 0 1 0 0 6

合　　　計 18 20 5 7 4 10 11 9 7 7 3 7 108
※健康診断証明書等・・・特殊健康診断証明書、RI 施設立入許可願、麻薬取扱免許申請のための健康診断書等

2 ）健診事後措置
（件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
定 期 健 康 診 断 後 面 談 0 0 0 11 25 5 2 2 2 0 8 2 57
書 面 に よ る 受 診 勧 奨 0 0 0 0 324 3 1 6 1 0 2 1 338
人 間 ド ッ ク 後 面 談 0 1 0 0 2 2 2 2 1 0 0 0 10
採用時健康診断後面談 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7
海外派遣労働者健康診断 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
特 殊 健 康 診 断 後 面 談 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3
メンタルヘルス問診票に基づく面談 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

合　　　計 4 3 0 12 352 10 5 10 5 0 12 4 417

3 ）医療機関への紹介状の発行枚数
（枚）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
応 急 対 応 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 5
健 康 相 談 5 0 4 4 1 1 0 1 0 1 0 0 17
メ ン タ ル 相 談 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
定 期 健 診 等 3 2 0 11 24 4 3 3 6 0 10 1 67

合　　　計 9 2 5 15 26 5 4 6 6 1 10 2 91

8 ．就業支援について
1）就業支援のための面談実施回数

（回）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

メ ン タ ル
休職中面談 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 3
復職後面談 5 3 2 1 1 2 1 2 2 1 1 0 21
病 後 面 談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

フィジカル
休職中面談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
復職後面談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
傷病後面談 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 5

就 業 相 談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
過 重 労 働 面 談 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合　　　計 8 4 2 1 1 2 4 4 3 1 1 1 32

2 ）就業支援のための意見書発行枚数
（枚）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
就 業 意 見 書 2 0 2 0 0 2 0 0 1 0 1 1 9
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9 ．学生の国家資格免許申請のための医療面接
国家資格授与手続きのため精神科医師による診断の必要な学生に面接を行い、申請用の診断書を

発行した。

日　　時 平成26年 3 月

場　　所 保健管理センター

発行者数 医学部　医学科　　　　　　43名

 応用生物科学部　獣医学科　31名

10．各種行事における救護待機
平成25年度 入学式（平成25年 4月 7日）

救護要請はなかった

オープンキャンパス（平成25年 8月 6日～ 8日）

場　所 対象者 性別 時間 主　訴 応急措置内容
キャンパス内 大学に訪問した高校生 女 11:15 腹痛、嘔気 ベッド休養

キャンパス内 大学に訪問した高校生 女 12:00 昼食後気持ち悪くなった ベッド休養

キャンパス内 大学に訪問した高校生 女 12:20 気分が悪くなり動けなくなった
車いすにて保健管理センターに搬送、
ベッド休養。迎えに来た母親と帰宅

キャンパス内 大学に訪問した高校生 女 16:45 頭痛 保冷剤でクーリング、一緒に来た母親と帰宅

第65回岐大祭（平成25年11月 1日～11月 4日）　　救護依頼：平成25年10月31日～11月 1日

日　時 対象者 状　況 対　応

2013/10/31 学生 スポーツ大会で左第一指捻挫 高田医師診察。湿布・包帯固定、整形
外科受診勧めの指示。

2013/10/31 学生 みこしの準備中、左小指内側の
皮がめくれた バンドエイド保護

2013/11/1 学生 みこしを動かしていたら、左膝
に棘が刺さった 棘を抜き、消毒・バンドエイド保護

平成26年度 大学入試センター試験（平成26年 1月18・19日）

平成26年 1 月18日

担当学部 試験場 対象者 性別 時間 主　訴 応急措置内容

応用生物
科 学 部

応用生物
科 学 部 受験者 女 13:30

気持ち悪い
軽度吐気
廊下にて転倒

顔面蒼白。血圧111／74．P=83、別室受
験希望にて医師の指示により別室受験
措置をとる。

教育学部 地域科学部 受験者 男 16:20 頭痛

血圧125/71　P=68　KT:35.6℃
朝から調子悪く、試験中頭痛がひどくなってきた。
医師の処方によりロキソニン1錠服用。次の試験
まで、救護室で横になり会場に戻ることとする。

平成26年 1 月19日　救護要請はなかった
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平成26年度入学者選抜個別学力検査（前期日程 平成26年 2月25、26日）

平成26年 2 月25日

担当学部 試験場 対象者 性別 時間 主訴・措置

教育学部 全学共通
教 育 棟 受験者 女 10:40

耳鳴り、ふらつきから吐気、頭痛出現（日頃、同症状に
対して頭痛薬を服用している。本日は持参していない。）
Bp119/70、P=67、ロキソニン 1錠、セルベックス 1カプ
セル内服し受験会場に戻る。

医 学 部 工学部棟 受験者 男 18:00

12月に左半月板の手術をした。最後の試験が終わる頃か
ら、ロッキング現象が出現し痛みがひどく椅子から動け
なくなった。少しでも動かすと激痛がはしるため救急車
を要請し、病院搬送。

平成26年 2 月26日　救護要請はなかった

平成26年度入学者選抜個別学力検査（後期日程 平成26年 3月12、13日）

平成26年 3 月12、13日　救護要請はなかった

平成25年度学位記授与式（平成26年 3月25日）

救護要請はなかった
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Ⅲ　研究・調査報告
1 ．保健管理センター教職員の業績

1）研究成果の発表

著書（和文）

1） 佐渡忠洋．風景構成法研究の概観：岸本寛史，山愛美編．臨床風景構成法，臨床と研究のた

めの見方・入り方，東京：誠信書房；2013年：p44－62．

2 ） 佐渡忠洋．付録 風景構成法文献一覧（1970～2012年）：岸本寛史，山愛美編．臨床風景構成

法，臨床と研究のための見方・入り方，東京：誠信書房；2013年：p256－283.

3 ） 山本眞由美．第 1章健康診断について（第1節健康診断とは、第 2節定期健康診断について），

第 5章大学生のための病気の知識（第 8節メタボリック症候群、動脈硬化症、肥満とやせ），

大学生の健康ナビ－キャンパスライフの健康管理－　岐阜県大学保健管理研究会企画，山本

眞由美監修，岐阜：岐阜新聞社；2014年

4 ） 西尾彰泰，伊藤宗親 著・監修．美しい花模様で始めるアートセラピー アンチストレスぬり

え：美術出版社；2014年

原著（和文）

1） 加納亜紀，松永美紀，田中生雅，西尾彰泰，佐渡忠洋，磯村有希，臼井るり子，邦千富，榊

原愛，堀田容子，山本眞由美．唾液中コルチゾール濃度測定を用いた大学女性職員のストレ

ス調査の試み，CAMPUS HEALTH50（1），2013：p289－291.

2 ）磯村有希，田中生雅，西尾彰泰，佐渡忠洋，臼井るり子，邦千富，榊原愛，堀田容子，松永

美紀，加納亜紀，宮地幸雄，山本眞由美．大学生の喫煙と飲酒に関する知識と認識の実態調

査，CAMPUS HEALTH50（1），2013：p383－385.

3 ） 田中生雅，三宅恵子，松井真一，松藤淑美，佐渡忠洋，磯村有希，加納亜紀，林正子，山本

眞由美．岐阜大学女性研究者支援「メンター制度」取組と課題，CAMPUS HEALTH50（1），

2013：p397－399.

4 ） 佐渡忠洋，田中生雅，西尾彰泰，磯村有希，加納亜紀，臼井るり子，松永美紀，榊原愛，邦

千富，堀田容子，山本眞由美．BMI と自我強度尺度およびUPI との関連についての検討，

CAMPUS HEALTH50（1），2013：p513－515.

5 ） 山本眞由美．英国大学保健管理協会（Student Health Association）　第64回年次集会に参加し

て，CAMPUS HEALTH50（2），2013：p231－235.

6 ） 岡安伸二，堀聡納，北市清幸，諏訪哲也，堀川幸男，山本眞由美，武田純，伊籐善規．メトホ

ルミン塩酸塩による下痢発現のリスク要因の解析と下痢予防のための対策立案，医薬ジャー

ナル　2013；49（6）：p1533－1540.

7 ） 伊東宗親，西尾彰泰，北川祐美，佐々木恵理．ぬり絵によって不安は軽減するのか？ 岐阜大
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学カリキュラム開発研究　2013；30（1）：p62－65.

8 ）植木啓文，西尾彰泰．精神科主治医と産業医・衛生担当者との連携を目指して，臨床精神医

学　2013；42（10）：p1259－1264.

9 ） 佐渡忠洋，松本香奈，田口多恵．バウムテストにおける再検査信頼性の見なおし，岐阜女子

大学紀要　2013；42：p29－39.

10） 佐渡忠洋，田口多恵，緒賀郷志．風景構成法研究の特徴と変遷，岐阜大学教育学部研究報告 

（人文科学）　2013；61（2）：p183－190.

11） 山本眞由美．禁煙のためのポピュレーションアプローチ，呼吸　2014；33（3）：p248－251.

12）西尾彰泰，佐渡忠洋，加納亜紀，磯村有希，臼井るり子，高井郁恵，邦千富，堀田容子，松永

美紀，浅野千保，加藤義弘，安藤和子，河田紀子，齊藤さおり，田中浩子，塩内美香，片岡祐

美，山本眞由美．岐阜県下大学生の SOC（Sense of Coherence）に関する実態調査，CAMPUS 

HEALTH　2014；51（1）：p527－529.

13） 佐渡忠洋，坂本佳織，岸本寛史．個別法と集団法のバウムテストにおける幹表面の表現の比

較，臨床心理学　2014；14（2）：p256－263.

14） 佐渡忠洋，鈴木壯．バウムテストの幹先端処理についてⅠ 原則と諸問題，岐阜大学教育学部

研究報告（人文科学）　2014；62（2）：p217－228.

15） 佐渡忠洋，鈴木壯．バウムテストの幹先端処理についてⅡ 提唱以後の研究動向，岐阜大学教

育学部研究報告（人文科学）　2014；2（2）：p229－242.

16） 佐渡忠洋．スイスにヘルマン・ロールシャッハをたずねて，岐阜大学心理教育相談研究　2014；

13：p63－68.

原著（欧文）

1） Ulzii-Orshikh L, Hirai I, Niki M, Nakata A, Yoshinaga A, Yamamoto A, Yamamoto M, 

Toyoshima H, Kawakami F, Matsuura N, Yamamoto Y. Fecal carriage of CTX-M ・

-lactamase-producing Enterobacteriaceae in nursing homes in the Kinki region of Japan. 

Infection and Drug Resistance. 2013; 6: 67-70.

2 ） Yoshida S, Yoshida M, Yamamoto M, Takeda J. Optical screening of diabetes mellitus using 

non-invasive Fourier-transform infrared spectroscopy technique for human lip. Journal of 

Pharmaceutical and Biomedical Analysis. 2013; 76: 169-176.

3 ） Kawamoto R, Nazir A, Kameyama A, Ichiomiya T, Yamamoto K, Tamura S, Yamamoto M, 

Hayamizu S, Kinosada Y. Hidden Markov model for analyzing time-series health checkup 

data. Stud Health Technol Inform. 2013 192: 491-495.

2 ）研究費獲得状況

1 ） 研究代表者：山本眞由美，研究分担者：田中生雅；科学研究費補助金基盤研究（C）：大学生

の生涯健康指導必要性の科学的根拠を示す～肥満と将来の糖尿病発症の関係から～；平成21
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－25年度；4,790千円（1,430：1,170：520：1,170：500千円）

2） 研究代表者：佐渡忠洋；学術研究助成基金助成金若手研究（B）：日本におけるロールシャッ

ハ法の輸入過程と発展過程の検討；平成23－25年度；2,080千円（1,600：480千円） 

3 ） 研究代表者：福重八恵（阪南大学），研究分担者：淺田孝幸（立命館大学），山本眞由美，前

田利之（阪南大学），金ジェウク（広島大学）；学術研究助成基金助成金基盤研究（C）：医療

におけるサービス品質の測定と品質マネジメントへのフィードバックモデルの研究；平成25

－27年度；3,700千円（1,100：1,600：1,000千円）

4） 研究代表者：山本眞由美；岐阜大学活性化経費（教育）：自己健康管理能力を養成する実践教

育－国際化に対応できる能力育成をめざして－；平成25年度；500千円

5） 研究代表者：山本眞由美，研究分担者：猪飼周平（一橋大学），吉川弘明（金沢大学），松浦

賢長（福岡県立大学），高田昌代（神戸市看護大学），林芙美（千葉県立保健医療大学），西尾

彰泰；厚生労働科学研究費補助金（政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業））：若い

男女の結婚・妊娠時期計画支援に関するプロモーションプログラムの開発に関する研究；平

成25－26年度；11,306千円（6,200：5,106千円）

6） 研究代表者：西尾彰泰；大学活性化経費（研究：科研採択支援）：ベトナムにおける精神保健

制度の確立；平成25年度；700千円

7） 研究代表者：佐渡忠洋，研究分担者：山中康裕，岸本寛史；公益財団法人明治安田こころの

健康財団2013年度研究助成：今昔の中学生のバウムテスト表現の比較 1960年代と2010年代と

の発達指標の比較を通して；平成25年度；490千円．

3 ）発明・特許出願状況

西尾彰泰：

1） ウエブコミュニケーションサイトの運営方法（平成25年 9 月出願）

4 ）学会活動

学会役員

山本眞由美：

1） 日本内科学会東海地方会評議員（～現在）

2） 日本糖尿病学会学術評議員（～現在）

3） 日本内分泌学会評議員（～現在）

4） 日本内分泌学会女性医師専門医育成・再教育委員会委員（～現在）

5） 日本臨床栄養学会評議員（～現在）

6） 日本病態栄養学会学術評議員（～現在）

7） 日本油化学会東海支部常任幹事（～現在）

8） 全国大学保健管理協会理事（～現在）

9） 全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会幹事（～現在）
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10） 全国大学保健管理協会国際連携委員会委員長（平成25年～）

11） 第51回全国大学保健管理研究集会運営委員会副委員長（平成25年）

12） 国立大学法人保健管理施設協議会 国際交流特別委員会委員長（～現在）

13） 国立大学法人保健管理施設協議会 禁煙対策の推進に関する特別委員会委員（～平成25年）

14） 国立大学法人保健管理施設協議会 食と心身の健康に関する調査研究班委員（～現在）

西尾彰泰：

1） 第51回全国大学保健管理研究集会運営委員会委員（平成25年）

2） 全国大学保健管理協会国際連携委員会委員（平成25年 8 月～現在）

佐渡忠洋：

1） 第51回全国大学保健管理研究集会運営委員会委員（平成25年）

学会開催

山本眞由美：

1） 第51回全国大学保健管理研究集会（平成25年11月，岐阜）

5 ）学会招待講演，招待シンポジスト，座長

山本眞由美：

1） 第56回日本糖尿病学会年次学術集会（平成25年5月，熊本，「薬物療法（ ビグアナイド薬）」座長）

2） 第51回全国大学保健管理研究集会（平成25年11月，岐阜，「海外の大学保健管理事情」座長）

3） 第 1 回女性医師等就労継続支援講演会（平成25年12月，岐阜，「医師にとって『キャリア』と

は？～東京女子医科大学における女性医師支援の取り組み～」特別講演座長）

佐渡忠洋：

1） 平成25年度第51回全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会研究集会（平成25年 7 月，愛知，

パネルディスカッション 1「キャンパスメンタルヘルス周辺の新しい取り組み（大学生の心

理相談における箱庭療法の意義）」パネリスト）

2） 心身臨床学研究会 共催シンポジウム『バウムの古今東西―時空の十字路に佇んでイメージす

る力』（平成26年 3 月，京都，「中学生のバウムの昔と今」シンポジスト）

6 ）学会発表

1 ） Yamamoto M. Yoshikawa H. Report of International Symposium at Kobe, 2012. University 

Health Services in Japan, the United States, and the United Kingdom. ACHA 2013 Annual 

Meeting, Boston, Massachusetts, 2013.5.28.-6.1.

2 ） Yamamoto M. Yoshikawa H. Adachi Y. Kanoh A. Isomura Y. Sado T. Nishio A. Promotion 
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for Japanese University Students to Prioritize Career and Family Equally. 29th International 

Congress of the Medical Women’s International Association, Seoul, Korea, 2013.7.31-8.3.

3 ） 佐渡忠洋．ある中国人留学生のロールシャッハ反応．岐阜ロールシャッハ研究会，岐阜

2013.4.20－27.

4 ） 佐渡忠洋．卒業と学生相談に関する一考察 : 卒業前に来談した学生との面接から．日本学生相

談学会第31回大会，沖縄2013.5.18－20.

5 ） 佐渡忠洋．学生相談におけるある女子学生の事例．溪蓀塾心理教育相談室事例検討会（日本

臨床心理身体運動学会指定研修会），静岡2013.7.13.

6 ）佐渡忠洋．バウムテストの幹先端処理研究に関するレビュー．日本心理臨床学会第32回秋季

大会，神奈川2013.8.25－28.（日本心理臨床学会第32回大会発表論文集，408）

7 ） 佐渡忠洋，松本香奈．投影空間の特徴がバウム表現に与える影響 : 画用紙の向き （縦長 vs. 横

長） とサイズ（A4 vs. B5）の検討から．日本臨床心理身体運動学会第16回大会，愛知2013.9.7

－8.

8 ） 吉川弘明，山本眞由美，足立由美，山縣然太朗．妊娠出産の視点からの大学生の健康支援の

必要性　全国大学保健管理施設の調査．第72回日本公衆衛生学会総会，津2013.10.23－25.

9 ） 佐渡忠洋，西尾彰泰，山本眞由美．日本でのインクブロット図版制作に関する歴史的検討．日

本ロールシャッハ学会第17回大会，京都2013.11.2－3.

10） 加納亜紀，松永美紀，西尾彰泰，臼井るり子，高井郁恵，邦千富，堀田容子，佐渡忠洋，磯

村有希，山本眞由美．大学教職員における感染症 4種抗体価の検討．第51回全国大学保健管

理研究集会，岐阜2013.11.13－14.

11） 西尾彰泰，佐渡忠洋，加納亜紀，磯村有希，臼井るり子，高井郁恵，邦千富，堀田容子，松

永美紀，浅野千保，加藤義弘，安藤和子，河田紀子，田中浩子，塩内美香，片岡祐美，山本

眞由美．岐阜県下大学生の SOC（Sense of Coherence）に関する実態調査．第51回全国大学

保健管理研究集会，岐阜2013.11.13－14.

12） 佐渡忠洋，西尾彰泰，磯村有希，加納亜紀，臼井るり子，高井郁恵，邦千富，堀田容子，山

本眞由美．大学生の夢見に関する調査研究：夢見頻度と質問紙との関連．第51回全国大学保

健管理研究集会，岐阜2013.11.13－14.

13） 磯村有希，西尾彰泰，佐渡忠洋，臼井るり子，高井郁恵，邦千富，堀田容子，松永美紀，加

納亜紀，宮地幸雄，山本眞由美．教員による障害学生修学支援のニーズ実態調査の報告．第

51回全国大学保健管理研究集会，岐阜2013.11.13－14.

14） 山本眞由美，吉川弘明，中川克，林多喜王，佐藤武，河邊博史，守山敏樹，西尾彰泰，鈴木

眞理，馬場久光，鎌野寛，大塚盛男，富樫整，立身政信．全国大学保健管理協会（JUHA）と

米国大学保健管理協会（ACHA）の交流経過報告．第51回全国大学保健管理研究集会，岐阜

2013.11.13－14.
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7 ）学術賞等の受賞状況

1 ） 山本眞由美：The 29th international Congress of the Medical Women’s International Association

にて優秀発表表彰（平成25年）

8 ）講演

山本眞由美：

1） 「糖尿病の病態と栄養指導」岐阜県栄養士会 平成25年度生涯学習研修会、聖徳学園大学

2013.9.21.

2 ） 「糖尿病患者の教育－療養指導の評価－」日本糖尿病療養指導士認定機構 第14回受験者用講習

会（平成25年度）、ポートメッセ名古屋2013.09.29.

3 ） 「症例検討 5」日本静脈経腸栄養学会 TNT岐阜研修会、じゅうろくプラザ2013.9.22.

4 ） 「糖尿病のトータルマネージメント～予防から治療まで～」第一三共株式会社 第二回Diabetes 

Forum、アイプラザ半田2013.10.3.

5 ） 「職場における糖尿病の管理－新しい診断基準と療養指導について－」岐阜県医師会 東濃地区

産業医研修会、恵那医師会館2013.11.28.

6 ） 「糖尿病のトータルマネージメント」岐阜県栄養士会医療事業部「 3月のセミナー」、岐阜大

学医学部附属病院2014.3.15.

7 ） 「糖尿病ケアとQOLについて」 T CARE Forum、岐阜都ホテル2014.3.18.

西尾彰泰：

1） 「ひきこもりの支援について

2） 浜松ひきこもりを持つ親の会 浜松ひきこもり研究会、浜松2013.11.

3 ） 「自殺未遂者に対する対応

4） 岐阜県医師会 西濃地区自殺未遂者対策研修会、大垣2013.10.

9 ）社会活動

山本眞由美：

1） 岐阜県大学保健管理研究会会長（～現在）

2） 岐阜県医師会糖尿病対策委員会委員長（～現在）

3） 岐阜県医師会男女共同参画委員会委員（～現在）

4） 岐阜県医師会代議員（～現在）

5） 岐阜医学研究協議会専務理事 （～現在）

6） 岐阜県食育推進会議委員（～現在）

佐渡忠洋：

1） 岐阜県スクールカウンセラー
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10）報告書

1 ） 山本眞由美：A Note From Immediate Past President Jenny Haubenreiser：College Health 

in Action Vol.53，NO.1：8（平成25年 9 月）（報告・報道記事 1）

2） 山本眞由美：優秀賞（ Award for Excellence）を授与されて：日本女医会誌 復刊第216号：6

－7（平成25年10月）（報告・報道記事 2）

3） 横田千津子，脇昌子，山本眞由美：女性医師専門医育成・再教育委員会　－クロストークWG

より報告－：日本内分泌学会雑誌Vol.89：14－15（平成25年12月）

4） 山本眞由美：満足度ベスト授業　スポーツ・健康科学科目：学生による授業満足度ベスト授

業『教員による授業の工夫集』：66－67（平成26年 1 月）

11）報道

1 ） 山本眞由美：A Note From Immediate Past President Jenny Haubenreiser：COLLEGE HEALTH 

in Action Vol.53，NO.1（2013年）（報告・報道記事1）

2） 山本眞由美：第51回全国大学保健管理研究集会：教育医事新聞第349号（2013年9月25日）（報

告・報道記事 3）

3） 佐渡忠洋：佐渡岐阜大助教に助成金―明治安田健康財団，中学生の心理研究．岐阜新聞（ 2013

年9月5日）（報告・報道記事 4）

4） 山本眞由美：大学保健管理協会 米英の元会長視察：中日新聞（2013年11月13日）（報告・報道

記事 5）

5） 山本眞由美：大学生の健康管理 全国の担当者研究：中日新聞（2013年11月15日）（報告・報道

記事 6）

6） 山本眞由美：大学の禁煙：中日新聞（2013年11月19日）（報告・報道記事 7）
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報告・報道記事 1）
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報告・報道記事 2）
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報告・報道記事 3）
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報告・報道記事 4）
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報告・報道記事 5）
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報告・報道記事 6）
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報告・報道記事 7）



Ⅳ　教育・広報・社会活動

1 ．保健管理センター利用案内（2013）

2．保健管理センターニュース刊行

3．保健管理センタースタッフの最近の活動（HPより）

4．第51回全国大学保健管理研究集会を主催
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1 ．保健管理センター利用案内

Ⅳ　教育・広報・社会活動
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2 ．保健管理センターニュース刊行
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3 ．保健管理センタースタッフの最近の活動（HPより）
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4 ．第51回全国大学保健管理研究集会を主催
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Ⅴ　保健管理センター規則等

1 ．岐阜大学保健管理センター規程

2．岐阜大学保健管理センター運営委員会細則

3．岐阜大学保健管理センター学生相談室細則

4．岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考細則

5．保健管理センター　運営委員会委員（平成25年度）

6．保健管理センター　学生相談室員（平成25年度）

7．保健管理センター　学校医・非常勤講師（平成25年度）

8．保健管理センター　教職員（平成25年度）

9．保健管理センター　位置図
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Ⅴ　保健管理センター規則等
1 ．岐阜大学保健管理センター規程

平成19年10月 1 日　

規程第167号　

　（趣　旨）

第 1条　この規程は、岐阜大学学則第11条第 2項及び国立大学法人岐阜大学運営組織規則第 9条の規

定に基づき、保健管理センター（以下「センター」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

　（目　的）

第 2条　センターは、国立大学法人岐阜大学（以下「本学」という。）における学生及び職員の心身の

健康の保持増進を図ることを目的とする。

　（業　務）

第 3条　センターは、次の各号に掲げる業務を行う。

　一　学内の保健計画の立案について指導援助すること。

　二　定期及び臨時の健康診断の業務を行うこと。

　三　健康相談に応ずること。

　四　救急処置を行うこと。

　五　健康診断の事後措置等健康の保持増進について必要な指導を行うこと。

　六　学内の環境衛生及び伝染病予防について指導援助すること。

　七　保健管理の充実向上のための調査・研究を行うこと。

　八　その他健康の保持増進について必要な専門的業務を行うこと。

　（組　織）

第 4条　センターに次の職員を置く。

　一　センター長

　二　専任の教育職員

　三　医療系職員

　四　その他の職員

　（分　室）

第 5条　センターには、必要に応じ分室を置くことができる。

2　分室に関し必要な事項は、別に定める。

　（学生相談室）

第 6条　センターに、学生のカウンセリングを行うため、学生相談室を置く。

2　学生相談室に関し必要な事項は、別に定める。

　（運営委員会）

第 7条　センターに保健管理センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

2　運営委員会に関し必要な事項は、別に定める。
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　（センター長等の選考）

第 8条　センター長候補者は、本学の専任の教授のうちから、運営委員会において選考し、学長に推

薦する。

2　前項に定めるもののほかセンター長及びセンターの専任の教育職員の選考については、別に定める。

　（庶　務）

第 9条　センターに関する庶務は、学務部学生支援課において処理する。

　（雑　則）

第10条　この規程に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は別に定める。

　附　則

この規程は、平成19年10月 1 日から施行する。

　附　則

この規程は、平成21年 5 月 1 日から施行する。

　附　則

この規程は、平成22年 1 月 1 日から施行する。

　附　則

この規程は、平成22年 4 月 1 日から施行する。

2 ．岐阜大学保健管理センター運営委員会細則
平成19年10月 1 日

細則第160号

　（趣　旨）

第 1条　この細則は、岐阜大学保健管理センター規程第 7条第 2項の規定に基づき、保健管理センター

（以下「センター」という。）の運営委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるも

のとする。

　（審議事項）

第 2条　委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

　一　保健管理の基本方針に関すること。

　二　環境衛生の維持改善に関すること。

　三　センター長及びセンターの専任の教育職員の選考に関すること。

　四　センターの教育又は研究に関する重要事項

　五　センターの予算及び決算に関すること。

　六　センターの業務計画に関すること。

　七　その他保健管理及びセンターの管理運営に関する重要事項

2　前項第 3号について審議する場合には、次条第 1項第 6号及び第 7号に規定する委員を除くもの

とする。



― 67 ―

　（組　織）

第 3条　委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

　一　センター長

　二　担当理事

　三　センターの専任の教育職員

　四　各学部（医学部を除く。）から選出された教育職員　各 1人

　五　医学系研究科・医学部から選出された教育職員　 1人

　六　人材開発部長及び学務部長

　七　その他委員会が必要と認める者

2　前項第 7号に規定する委員には、外部有識者を含めることができる。

3　第 1項第 4号、第 5号及び第 7号に規定する委員は、学長が委嘱する。

　（任　期）

第 4条　前条第 1項第 4号、第 5号及び第 7号に規定する委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。

ただし、委員に欠員が生じたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（委員長）

第 5条　委員会に委員長を置く。

2　委員長は、センター長をもって充てる。

3　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

4　委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

　（会　議）

第 6条　委員会は、委員の 3分の 2以上の出席をもって成立する。

2　議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

ただし、第 2条第 1項第 3号に掲げる事項については、出席委員の 3分の 2以上の同意をもって決

するものとする。

　（委員以外の者の出席）

第 7条　委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求めて、その意見を聴くことができる。

　（庶　務）

第 8条　委員会の庶務は、学務部学生支援課において処理する。

　（雑　則）

第 9条　この細則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は別に定める。

　附　則

1　この細則は、平成19年10月 1 日から施行する。

2　岐阜大学保健管理センター運営委員会規則（平成16年岐阜大学規則第176号）は , 廃止する。

　附　則

この細則は、平成21年 5 月 1 日から施行する。
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　附　則

この細則は、平成22年 1 月 1 日から施行する。

　附　則

この細則は、平成22年 4 月 1 日から施行する。

　附　則

この細則は、平成24年 4 月 1 日から施行する。

3 ．岐阜大学保健管理センター学生相談室細則
平成19年10月 1 日

細則第162号

　（趣　旨）

第 1条　この細則は、岐阜大学保健管理センター規程第 6条第 2項の規定に基づき、保健管理センター

学生相談室（以下「学生相談室」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

　（業　務）

第 2条　学生相談室は、次の各号に掲げる業務を行う。

　一　心身の悩みに関する個人相談に応ずること。

　二　相談・助言及び指導に必要な資料を備えること。

　三　相談・助言及び指導の調査、研究を行うこと。

　（組　織）

第 3条　学生相談室に次の職員を置く。

　一　室長

　二　学生相談室員

2　室長は、保健管理センター長（以下「センター長」という。）をもって充てる。

3　学生相談室員は、保健管理センターの専任の教育系職員及びセンター長が推薦する者をもって充

てる。

4　前項に規定するセンター長が推薦する学生相談室員は、学長が委嘱する。

　（秘密の厳守）

第 4条　相談内容については、秘密を厳守する。

　（学生相談室会議）

第 5条　室長は、相談・助言及び指導に関し必要なときは、学生相談室員を招集し、学生相談室会議

を主宰することができる。

2　室長は、学生相談室会議の議長となる。

3　室長に事故があるときは、室長があらかじめ指名する者が議長を代理する。

4　室長が必要と認めるときは、学生相談室会議に学生相談室員以外の者の出席を求めて、その意見

を聴くことができる。
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　（庶　務）

第 6条　学生相談室の庶務は、学務部学生支援課において処理する。

　附　則

1　この細則は、平成19年10月1日から施行する。

2　岐阜大学保健管理センター学生相談室細則（平成16年岐阜大学細則第178号）は , 廃止する。

4 ．岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考細則
平成19年10月 1 日

細則第161号

　（趣　旨）

第 1条　この細則は、岐阜大学保健管理センター規程第8条の規定に基づき、保健管理センター長（以

下「センター長」という。）及び教育職員の選考に関し必要な事項を定めるものとする。

　（センター長候補者の選考）

第 2条　センター長候補者の選考は、次の各号のいずれかに該当する場合に行う。

　一　センター長の任期が満了するとき。

　二　センター長が辞任を申し出たとき。

　三　センター長が欠員となったとき。

2　センター長候補者の選考は、前項第 1号の場合においては、任期満了の 1月以前に、前項第 2号

又は第 3号の場合においては、事実が生じたとき速やかに行うものとする。

　（センター長の任期）

第 3条　センター長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。ただし、引き続き 4年を超えて在任する

ことはできない。

　（教育職員の選考）

第 4条　保健管理センターの教育職員となることのできる者の資格については、国立大学法人岐阜大

学職員採用規程の定めるところによる。

2　前項に規定する教育職員の任命は、岐阜大学保健管理センター運営委員会の議を経て、学長が行う。

　（雑　則）

第 5条　この細則に定めるもののほか、センター長及び教育職員の選考に関し必要な事項は別に定める。

　附　則

1　この細則は、平成19年10月 1 日から施行する。

2　岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考規則（平成16年岐阜大学規則第177号）は , 廃止する。

　附　則

この細則は、平成22年 1 月 1 日から施行する。

　附　則

この細則は、平成22年 4 月 1 日から施行する。
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5 ．保健管理センター 運営委員会委員（平成25年度）

所　属 氏　名 役職 内線
委員長 保健管理センター長 山　本　眞由美 教　授 2170
委　員 理事（教学・附属学校担当） 廣　田　則　夫 理　事 3281
委　員 保健管理センター専任の教育系職員 西　尾　彰　泰 准教授 2172
委　員 保健管理センター専任の教育系職員 浅　田　修　市 助　教 2172
委　員 保健管理センター専任の教育系職員 加　納　亜　紀 助　教 3361
委　員 保健管理センター専任の教育系職員 佐　渡　忠　洋 助　教 2151
委　員 教育学部 熊　谷　佳　代 准教授 3124
委　員 地域科学部 近　藤　眞　庸 教　授 2291
委　員 医学系研究科・医学部 西　本　　　裕 教　授 3230
委　員 工学部 成　瀬　有　二 准教授 2615
委　員 応用生物科学部 柳　瀬　笑　子 准教授 2914
委　員 人材開発部長 殿　崎　雅　弘 部　長 2130
委　員 学務部長 奥　野　芳　明 部　長 2131

6 ．保健管理センター 学生相談室員（平成25年度）

部　局 氏　名
保健管理センター 山　本　眞由美 内科学（内分泌・代謝）
保健管理センター 西　尾　彰　泰 精神神経学
保健管理センター 浅　田　修　市 放射線科学
保健管理センター 加　納　亜　紀 内科学（循環器）
保健管理センター 佐　渡　忠　洋 臨床心理学
保健管理センター 宮　地　幸　雄 臨床心理学
保健管理センター 磯　村　有　希 臨床心理学
教育学部 須　本　良　夫 社会科教育学（哲学）
教育学部 熊　谷　佳　代 保健体育学（運動学）
教育学部 橘　　　良　治 教職大学院（教育心理学）
教育学部 鈴　木　　　壯 学校教育学（臨床心理学）
教育学部 緒　賀　郷　志 学校教育学（臨床心理学）
地域科学部 橋　本　永貢子 地域文化学学
地域科学部 土　岐　邦　彦 地域文化学科地域構造学
医学系研究科・医学部 西　本　　　裕 成人・老年看護学
医学系研究科・医学部 深　尾　　　琢 精神病理学
医学系研究科・医学部 青　木　隆　明 整形外科学
医学系研究科・医学部 青　山　琢　磨 内科学（循環器）
工学部 小　嶋　　　智 社会基盤工学
工学部 上　宮　成　之 化学・生命工学
応用生物科学部 柳　瀬　笑　子 応用生命科学
応用生物科学部 山　本　謙　也 生物生産科学



― 71 ―

7 ．保健管理センター 学校医・非常勤講師（平成25年度）

高　田　信　幸 （平野総合病院　院長）
小　島　敏　弘 （こじま内科クリニック院長）
尾　関　茂　彦 （おぜきクリニック院長）
佐　藤　まゆみ （さとう内科クリニック院長）
野　田　宜　輝 （のだ医院院長）
足　立　佳代子 （いなば内科院長）
三　輪　佳　行 （ＭＩＷＡ内科胃腸科クリニック院長）
立　山　健一郎 （立山クリニック院長）
河　田　智　男 （河田医院院長）
石　黒　源　之 （石黒クリニック院長）
皆　川　太　郎 （みながわ内科循環器科クリニック院長）
黒　川　淳　一 （東海学院大学特任准教授）
奥　村　　　歩 （おくむらクリニック院長）
奥　村　三　恵 （おくむらクリニック）
山　本　啓　二 （やまもと整形外科院長）
加　納　克　徳 （加納内科リウマチ科・糖尿病内科クリニック院長）
宮　地　幸　雄 （岐阜カウンセリング研究所所長）
西　本　博　文 （西本整形外科院長）
田　中　生　雅 （愛知教育大学保健環境センター　教授）
柴　田　敏　之 （大学院医学系研究科口腔病態学　教授）
牧　田　浩　樹 （大学院医学系研究科口腔病態学　講師）
加　藤　恵　三 （医学部附属病院歯科口腔外科　講師）
畠　山　大二郎 （大学院医学系研究科口腔病態学　講師）
米　本　和　弘 （医学部附属病院歯科口腔外科　講師）
玉　置　也　剛 （医学部附属病院歯科口腔外科　講師）
川　口　知　子 （医学部附属病院歯科口腔外科　医員）
飯　田　一　規 （医学部附属病院歯科口腔外科　医員）
後　藤　憂　子 （医学部附属病院歯科口腔外科　医員 )
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8 ．保健管理センター 教職員（平成25年度）

教　授 内科（内分泌 ･代謝） 山　本　眞由美 産業医
准教授 精神神経科 西　尾　彰　泰 産業医
助　教 放射線科 浅　田　修　市
助　教 内科（循環器） 加　納　亜　紀 産業医
助　教 臨床心理士 佐　渡　忠　洋 スクールカウンセラー
保健師 臼　井　るり子 （平成25年12月31日まで）
保健師 高　井　郁　恵
保健師 松　永　美　紀 衛生管理者
技術補佐員 看護師 邦　　　千　富
技術補佐員 保健師 堀　田　容　子
技術補佐員 管理栄養士 大　島　由美子 非常勤
臨床心理士 宮　地　幸　雄 非常勤講師
臨床心理士 磯　村　有　希 非常勤スクールカウンセラー

保健管理センター庶務担当課（学務部 学生支援課・教務課）

学務部 学生支援課長 祖父江　　　讓
学務部 教務課長 中　島　英　雄



― 73 ―

Ｎ

Ｓ

駐
車
場

地
域
科
学
部

新
堀
川

駐
車
場

準
備
室

倉　

庫

大
学
会
館

教育学部

図書館
工学部

本　部

スロープ

保健管理センター平面図

1 　階（260㎡） 2　階（265.1㎡）

休養室
診察室

ホール
上ル

ホール
下ル

玄関

大学
会館

大学
会館

教　員
研究室

相談室
　Ｂ

相談室
Ａ 多目的室

資料室

教職員
健康管理室

教授室 所長室 倉庫

ＷＣ
男子

ＷＣ
女子

保健管理室

応用生物科学部

保
健
管
理

セ
ン
タ
ー

9 ．保健管理センター　位置図



岐阜大学保健管理センター年報　第38号

平成26年12月　発行

ＴＥＬ　〈058〉293－2174
（ダイヤルイン）

ＦＡＸ　〈058〉293－2177

岐阜大学保健管理センター

岐 阜 市 柳 戸 1 の 1

編集
発行


	巻頭言
	目次
	Ⅰ　平成25年度　健康管理業務の報告
	1 ．学生の健康管理事業計画（平成25年度）
	2 ．学生の定期健康診断結果のまとめ
	3 ．非正規生（研究生・聴講生）および秋季入学大学院生の定期健康診断
	4 ．学生の特殊健康診断
	5 ．教職員の健康管理事業計画（柳戸地区）
	6 ．教職員の定期健康診断および特殊健康診断（結果のまとめ）

	Ⅱ　平成25年度　年間主要業務報告
	1 ．業務報告（学生にかかわる関係行事）
	2 ．学生の保健管理センター利用状況
	3 ．学生を対象とした禁煙支援状況
	4 ．健康診断証明書発行および救急鞄貸し出しの状況
	5 ．学生相談室利用状況
	6 ．業務報告（教職員（柳戸地区）健康管理にかかわる行事）
	7 ．教職員利用状況
	8 ．就業支援について
	9 ．学生の国家資格免許申請のための医療面接
	10．各種行事における救護待機

	Ⅲ　研究・調査報告
	1 ．保健管理センター教職員の業績

	Ⅳ　教育・広報･社会活動
	1 ．保健管理センター利用案内（2013）
	2 ．保健管理センターニュース刊行
	3 ．保健管理センタースタッフの最近の活動（HP より）
	4 ．第51回全国大学保健管理研究集会を主催

	Ⅴ　保健管理センター規則等
	1 ．岐阜大学保健管理センター規程
	2 ．岐阜大学保健管理センター運営委員会細則
	3 ．岐阜大学保健管理センター学生相談室細則
	4 ．岐阜大学保健管理センター長及び教育職員選考細則
	5 ．保健管理センター 運営委員会委員（平成25年度）
	6 ．保健管理センター 学生相談室員（平成25年度）
	7 ．保健管理センター 学校医・非常勤講師（平成25年度）
	8 ．保健管理センター 教職員（平成25年度）
	9 ．保健管理センター 位置図



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




